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ワイ マ ー ル共 和 国 で の ニ ック リ ッ シ ュに よ る

経 営 経 済 学 の教 育 に つ い て の一・考 察

牧 浦 健 二

概 要 本 稿 で は,ま ず,2つ の小 冊 子,す な わ ち,商 科 大 学 で商 学 士 の資 格 を修 得 す る た め

の 条 件 と卒 業 後 の 就 職 状 況 に つ い て 解 説 す る 「学 部 卒 の 商 学 教 員 』(Nicklisch,H.:Der

Diplom-Handelslehrer,Berlin1920.)と,商 科 大 学 の現 状 と,経 営 経 済 学 と関 連 分 野 で の研

究 の 状 況 に つ いて 紹 介 す る 『ドイ ツ で の経 営 経 済 の 研 究 』(Guthsmuth,W.u.Nicklisch,

H.:DasStudieumderBetriebswirtschaftinDeutschland,Charlottenberg1926.)に つ い て

考 察 す る。 そ の 後,ニ ック リ ッ シュ が,ベ ル リ ン商 科 大 学 に お け る経 営 経 済 学 の教 育 を ど の

よ う に 考 え て い た か に つ い て,4つ の 論 文,「 商 科 大 学 に よ り仲 介 さ れ る学 徒 の 実 務 」

(Nicklisch,H.:StudentenpraxisvermitteltdurchdieHochschule,in.ZfHH.1929.),「 経 営

プ ロ セ ス と経 済 で の 価 値 の 循 環 」(DerBetriebsprozessunddieWertumlaufeinder

Wirtschaft,in.ZfHH.1927.),「 研 究 の 立 場 」(StandpunktderForschung,in.ZfHH.1927.)

と,「 経 営 経 済 的 研 究 の 方 法 」(DieMethodenderbetriebswirtschaftlichenForschung,

in.ZfHH.1929.)を ほぼ 全 訳 しな が ら,検 討 す る。
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商科大学での教育 システム,経 営経済学の基本姿勢

Abstract In this treatise, we conducted research on the indispensable conditions nec-

essary to receive a degree from a commercial college and the possibility of finding em-

ployment. We utilized Nicklisch's book "Teachers From Commercial College", in German 
"Der Diplom -Handelslehrer , Berlin 1920". We also looked at the state of commercial col-

leges and study conditions using his book titled "The Study of Business Economy in 

Germany", in German "Das Studieum der Betriebswirtschaft in Deutschland, 

Charlottenberg 1926." We clearly looked at Nicklisch's opinions on the best way to be 

educated by a Berlin Commercial College. We used four papers. First, we traced his pa-

per "Business Training System Mediated By Commercial College", in German 
"Studentenpraxis vermittelt durch die Hochschule

, in.ZfHH. 1929." Secondly, we con-

sidered his paper "The Concepts of Business Process and Value Network in Economy," in 

German "Der Betriebsprozess  and die Wertumlaufe in der Wirtschaft, in.ZfHH. 1927." 

Thirdly, we studied his paper "The Standpoint of Research," in German "Standpunkt der 

Forschung, in.ZfHH. 1927." Lastly, we investigated his writing "The Approach for 

Business Economic Research," in German " Die Methoden der betriebswirtschaftlichen 

Forschung, in.ZfHH. 1929."
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は じ め に

周 知 の よ う に ワ イ マ ー ル 共 和 国(1918年11月9日 ～1930年10月18日)で の 経 済 復 興 期 は,

ニ ッ ク リ ッ シ ュ が 最 も 活 躍 し た 時 期 で あ る。 と り わ け,彼 は,1921年 に ベ ル リ ン商 科 大 学

に 招 聰 さ れ,1926年 に 学 位 授 与 権 を 獲 得 し,1928年3～4月 に,経 営 経 済 学 に つ い て6回 の

ラ ジ オ 講 演 を 行 い,経 営 経 済 学 の 普 及 に 努 め た(1)。 ま た,彼 は,1922年 と1925年 に 「経 済

的 経 営 学 』(WirtschaftlicheBetriebslehre),1920年 と1922年 に 『組 織 論 』(DerWeg

aufwarts!Organisation.VersucheinerGrundlegung),そ して,主 著 『経 営 経 済 』(Die

Betriebswirtschaft)の 第 一 部(1929年5月)と 第 二 部(1930年11月)を 出 版 し た 。

本 稿 で は,ま ず,2つ の 小 冊 子,す な わ ち,商 科 大 学 で 商 学 士 の 資 格 を 修 得 す る た め の

条 件 と 卒 業 後 の 就 職 状 況 に つ い て 解 説 す る 『学 部 卒 の 商 学 教 員 』(Nicklisch,H.:Der

Diplom-Handelslehrer,Berlin1920.)と(2),留 学 生 を 読 者 と して,商 科 大 学 の 現 状 と,経 営

経 済 学 と 関 連 分 野 で の 研 究 の 状 況 に つ い て 紹 介 す る 『 ド イ ツ で の 経 営 経 済 の 研 究 』

(Guthsmuth,W.u.Nicklisch,H.:DasStudieumderBetriebswirtschaftinDeutschland,

Charlottenberg1926.)に つ い て 考 察 す る。 そ の 後,ニ ッ ク リ ッ シ ュ が,ベ ル リ ン 商 科 大 学

に お け る経 営 経 済 学 の 教 育 を ど の よ う に 考 え て い た か に つ い て,4つ の 論 文,「 商 科 大 学 に

よ り仲 介 さ れ る 学 徒 の 実 務 」(Nicklisch,H.:Studentenpraxisvermitteltdurchdie

Hochschule,in.ZfHH.1929.),「 経 営 プ ロ セ ス と 経 済 で の 価 値 の 循 環 」(DerBetriebsprozess

unddieWertuml乞ufeinderWirtschaft,in.ZfHH.1927.),「 研 究 の 立 場 」(Standpunktder

Forschung,in.ZfHH.1927.)と,「 経 営 経 済 的 研 究 の 方 法 」(DieMethodender

betriebswirtschaftlichenForschung,in.ZfHH.1929.)を ほ ぼ 全 訳 し な が ら,検 討 す る 。

1.商 科大学での商学士の資格を修得するための条件と就職状況

1.使 命 の対象

学部卒 の商業教員 の使命(DerBerufdesDiplom-Handelslehrer)は, ビ ジネスマ ンの活

(1)こ の講 演 の 内容 は,纏 め て,「 経 営 経 済 学 原 理 』(GrundfragenfurdieBetriebswirtschaft,

Stuttgart1928.;参 照 。木 村喜 一 郎訳 『経 営 経 済 原 理 』文 雅 堂1930年)と して,出 版 され た(参 照 。

拙 稿(2009):「 ニ ッ ク リ ッ シ ュの 『経 営経 済原 理 』に つ い て の一 考察 」商 経 学叢 第56巻 第2号2009

年893-924頁)。

(2)本 稿 で は,1933年 に,第8版 と して,出 版 さ れ た もの を用 い るが,小 冊 子 『学 部 卒 の商 学 教 員 」

は,1920年 に 初版 と して 出版 さ れ た後,ニ ック リ ッ シ ュが ベ ル リ ン商 科 大 学 に移 籍 した後 も,改

訂 され て 出版 され た。
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動(kaufmannischesLeben)の た めの準備 をす る,半 人前の若者 の教育(Erziehung)と 彼 ら

の指導(Unterweisung)を 内容 とす る(3)。このよ うな課題 は,受 講者(Lehrend)に,彼 らが,

長 期 にわた り,実 務 の,特 に,ビ ジネスマ ンの活動 に対す る良 い関係(Beziehung)を 維持 し,

この ような関係 が,使 命 の活動 の途 中において,有 効,あ るいは,全 く必 要 と証 明 され る,

洞察(Einbilck)を 彼 らに形成 する ことを前提 とする。このため,多 くの場所 で学部卒 の商業

教員 の公的活動 に対 して設定 され る,課 題 は非常 に重要 であ る。今 日,こ れ らは ドイツ経

済の復興(Wiederaufbaus)の 必 要性 と密接 に関係 して いる。 この復 興を可能 にす るため,

多 数の人(K6pfer)に 対 して経済上 の関連(Zusammenhang)が 明 らか にされるべ きであ る。

使命 の準備 では,経 済科学の研究が教育 学(P記agogik)と 哲 学(Philosophie)の 研 究 と関連

してい る,学 部 卒の商業教 員に,と りわけ,こ の ような課題 に関 して協 働す る資格 があ る。

多 くの場所 で,彼 らは,こ のために充分 な手本 にな る,唯 一 の人であ る(4)。

学 部卒 の商業教 員が働 く,学 校 は,ビ ジネ スマ ンの職 業学校(Berufsschule),商 業 学校

(Handelsschule),高 等 商業学校(h6hereHandelsschule)(基 本 と して第7学 年<【 筆者補足】

日 本 の 高 校2年 生 〉 の 免 許(Zulassung)の た め の 前 提 条 件),経 済 上 級 学 校

(Wirtschaftsuberschule),(〈 【筆者補足】1933年 で は,〉 プロイセ ンでは準備 中で,他 の

州(Land)で は 部 分 的 に既 に 存 在 す る),軍 隊 の 専 門 学 校(Fachschule),経 済 と管 理

(WirtschaftundVerwaltung)の た めの警察 と港 湾の専 門学校,ベ ル リンとジュセル ドル

フでの経 済 と管理 のたあの専 門学校 であ る(5)。

そ の他 の就職 可能性 は,職 業学校 と商 業学校 での任意 の夜 間 コース,被 傭者組合 の職務

上 での人材育成 の準備(beruflichenBildungsveranstaltungderAngestellten-Verbande),

私 立 学校 と,た とえば,職 業安定所(Arbeitsante)〈 【筆者補足】 日本のハ ロー ワー ク〉の

失業対策 コース(Erwerbslosenkurs)に あ る(6)。

2.使 命のための前提

その際,戦 争の負傷を考えないが,奇 形化 されてない,抵 抗力のある〈 【筆者補足】い

わゆる健全な〉頭脳 と,健 康な呼吸器官と言語器官が必要である。

(3)教 育 制 度(人 文 系)に は,単 科 大 学 教 員(Hochschullehrer)と と もに,高 等 学 校 一 級 教 員,高 等 学

校 中級 教 員,国 民 小 学 校 教 師,体 育 ・ス ポ ー ツ教 員,図 画 教 員,声 楽 ・音 楽 教 師,商 業 教 員

(Handelslehrer),職 業 科 担 当教 員(Gewerbelehrer),図 書 館 員,公 文 書 保 管 員,芸 術 史 学 者 が あ

げ られ る(Vgl.Nicklisch,H.(1933):DerDiplom-Handelslehrer,Berlin1920.8Neuausgabe1933.

S.8.)。

(4)Vgl.Nicklisch,H.1933.S.1.

(5)VglNicklisch,H.1933.S.1.

(6)Vgl.Nicklisch,H.1933.S。1。

443(841)



第59巻 第2号

精神上 では,日 々の活動(Leben)の 過 程 に関す る,強 い,か つ,イ キイキ とした関心 が前

提 に され る べ き で あ り,原 則 に対 す る 目立 った 意 義 は,偶 然(Zufalligen)や 付 録

(Zusatzlichen)か ら,本 質 的な もの(Wesentliche)を 区 分す ることにあ る。鋭 い観察 と,自 ら

観察 した事態(Ding)の 速 やかな,確 実 な処理 の手 腕(Gabe)は,こ れ とともに,こ れに関係

して,特 に強調 され るべ きであ る。

関連 付 けて(zusammenhangend)〈 【筆者補足】筋を通 して 〉話す ことと,共 通 した国民

の事 態 について と同様 に,使 命の領域 の科 学的な問題 について,機 敏 に,か つ,効 果的に

記載 す る能力 が必 要であ る。

関係 付 けることが,簡 単 にな る,人 付 き合 いが良 い体質(geselligeNatur)は,こ のよ う

な 職 業 で は,孤 独 な人 間 よ り,う ま く感 知 す る。 道 徳 的 に崇 高 な性 格(stittlich

hochstehenderCharakter)は 自明の前提 である(7)(8)。

3.教 育

教育 は,プ ロイセ ンでは,商 科大学(Handelshochschule)と,フ ランクフル トとケル ンの

大 学の経 済 ・社会学部 で行 われ る。 また,全 体 の教育期 間の最低6つ の学期 の一部 が,こ

の期 間 に,学 士試験(Diplomprufung)の 対 象 である,科 学に対 して,研 究 に専念 でき る限

り,大 学 と工 科大学(TechnischeHochschule)で 過 ごせ る。研究 は,特 に2つ の経済科学,

つ まり,経 営経済学 と国民経済学 と,法 学(特 に,民 法 と商法,ま た,憲 法(Staatsrecht)),

教育 学(Padagogik)と,経 済地理 と交通地理 に拡大 され るべ きであ る。また,語 学 と商 品

学(Warenkunde)が 考 慮 されるべきであ る。広範 な哲 学の研究 が非常 に奨励 され るべ きで

あ る(9)。

材 料(Stoffe)〈 【筆者 補足】つ ま り,内 容 〉の構成 は,最 も良 く,商 科大 学の講義 名 と試

験規 則(Prufungsordnung)と,上 記 の大学 の学部 に継承 されてい るが,こ れ らは,簿 記 に

より,あ るいは,直 接には,単 科大学(Hochschule)の 事 務局(Sekretariate)に よ り,関 連 さ

せ られてい る。試験 規則は各単科大学 と各州(Land)で 異 な る。 プ ロイセ ンに とり,フ ラン

クフル トとケル ン大 学の経 済・社会学部 を含む,ベ ル リンとケーニスベル クの商科大学 が,

(7)Vgl.Nicklisch,H.1933.S.1-2.

(8)こ の点,ニ ック リ ッシ ュ は,小 冊 子 『経 営 経 済 学 の研 究 」(VomStudiumderBetriebswirt-

schaftslehre,Stuttgart1921.)で,商 科 大 学 卒 の ビジ ネ ス マ ンの教 育 と彼 らの経 営 活 動 に対 す る

取 り組 み方 の 指 針 と して,4つ の命 題 を あ げ て い る が,そ の第1に,「 関連(Zusammenhang)を 研

究 す べ き で あ る」 と主 張 す る(VglNicklisch,H.(1921):VomStudiumderBetriebswirtschafts-

lehre,Stuttgart1921.S.1-5u.S.16.;参 照 。 拙 稿(2011):「 ニ ッ ク リ ッ シ ュの 『経 営 経 済 学 の研 究」

に つ い て の一 考 察」 商 経 学叢 第57巻 第3号2011年847頁856頁)。

(9)Vgl.Nicklisch,H.1933.S。2。
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統 一 の試験規 則を構成 す る。 この試験規 則に より,試 験 が許可 され る。 すなわ ち,

1.国 家 で認め られた1日9時 間の高等教育機関(Lehranstalt)の ギ ジナー ジウムの卒業

証 書(Reifezeugnis)の 所 有者 で,そ の他 に,1年 間の ビジネ ス活動(kaufmannische

Praxis)を 行 った こと。

2.公 的な学務(Schuldienst)の た めの任用資格 を有す る教員 で,1年 間の ビジネス活動

を行 った ことと,1924年8月12日,あ るいは,1928年12月4日 の規則 に よる特別卒業試

験,あ るいは,1919年9月19日 の規則 の第3条 に よる追加試験,あ るいは,以 前 の規

則 の第4条 による簡略化 され た卒業試験 に合格 したか,初 級 の教員試験 に合格 した教員

で,そ の後1年 間 ビジネス活動 を行 い,2年 間 ビジネス活動 か,あ るいは,教 育 活動

を した後で,特 別卒 業試験,あ るいは,簡 略化 された卒 業試験 を済 ませた こと(10)(11)。

志 願者(Kandidat)は,35年 の生涯で法 を犯 さないで,か つ,試 験 が行 われ る,単 科大学

において最低2つ の学期 で研 究 しな ければな らない。 また,彼 らは,う ま く,経 営技術 で

の筆 記 試 験 の実 習(Klausurubung)を 受 け,実 務 ・教育 学 の学 期 の演 習(Obungendes

praktisch-p甜agogischenSeminars)に 参 加 してお らなけれ ばな らない。

特 別卒業試験,追 加試験 と,簡 略化 された卒業試験 の間で,最 低4つ の学期 の研究 が行 わ

れ るべ きであ る。試験 は筆記 の部分 と口頭 の部分 に分 けられ,5つ の専 門を含 むが,そ の

内,2つ は必須 の専 門(Pflichtfach)と3つ の選択の専門(Wahlfach)で あ る。必 須の専門は,

1.経 営経 済学総論(AllgemeineBetriebswirtschaftslehre)

2.教 育 学(Padagogik)

で あ る(12)Q

選 択 の専 門は グルー プでのみ選択 で きる。主要 グルー プであ る,経 済 科学の グループに

は,以 下 の ものが属 す る。

1.特 殊 経 営 経 済 学(BesondereBetriebswirtschaftslehre)(銀 行,工 業,商 品取 引

(Warenhandel),交 通),特 殊 なケースでは,保 険制度,あ るいは,協 同組合制度

(10)Vgl.Nicklisch,H.1933.S.2-3.

(11)そ の他,ニ ック リ ッシ ュ は,3.高 等 女 子 高校(Oberlyzeum)の ギ ジ ナー ジ ウ ムの 卒 業 証 書 の 所

有者 で,教 職 証 明 書 を獲 得 し,1年 間 の ビ ジネ ス 活動 を した こ とな ど,4.国 で認 め られ た 高等 教

育 機 関 の第7学 年 の卒 業 証 書 を所 有 す る者 で,2年 間 の義 務 の在 籍 に よ り高 等 商 業 学 校 の終 了証

書 を獲 得 し,最 低2年 間 の ビ ジネ ス活 動 を した 者 な ど,5個 で認 め られ た 高等 教 育 機 関 の ギ ジナ
ー ジウ ム で の第7学 年 の た め の卒 業 証 書 を有 す る者 で,1年 間 の義 務 の聴 講(Schulbesuch)と 最 低

「良」 の評 価 に よ る,高 等 商 業 学 校 の 修 了 証 明 の 獲 得 と,最 低3年 間 の ビ ジネ ス活 動 を した こ と

な ど,6.国 で認 め られ た高 等 教育 機 関 の ギ ジナ ー ジウ ム で の第7学 年 の た め の卒 業 証 書 を有 す る

者 で,最 低4年 間 の ビジ ネ ス活 動 を し,最 低 「良 」 の 評価 に よ る,実 務 上 の承 認 の た め の専 門試

験,あ る い は,試 験 と,そ の後 に特 別 卒 業 試 験 に合 格 す る こ と を条 件 に あ げて い る(vgl.Nicklisch,

H.1933.S.2-3.)○

(12)Vgl.Nicklisch,H.1933.S.3。
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2.国 民経 済学(財 政学(Finanzwissenschaft)を 含 む)と

3.法 律 学の経 済上 で本質 的な部分

第2グ ルー プ,語 学の グルー プには,以 下 の ものが属 す る。

1.そ の言語 の地域 の文化 に関連 した,外 国語

2.第2外 国語,会 話法,あ るいは,ド イ ツ語,あ るいは,経 済地理 と,

3.国 民 経 済学,あ るいは,法 学

第3グ ルー プ,技 術 ・地理 の グルー プには,以 下 の ものが属 す る。

1.化 学

2.物 理 学 と

3.経 済地理(13)。

試 験 期 日には,試 験 の専 門の領 域 か ら1つ のテ ーマ につ いて の純粋 に科 学 的な論 文

(Arbeit)を 提 出す るこ と。

高等教育 機関(h6heSchule)で の教職(Lehramt)の た めの能力 を有す る志願者 のためには,

限定試験(beschranktePrufung)が あ り,こ れ は,経 営経済学総論,教 育学の専門科 目と,

2つ の補 足専 門科 目(Erganzungsfach)を 内容 とす る。

この ような志願者 は,経 営経済学の専門領域での最低3つ の学期の研究の後 に,初 めて,

学士試験 が許 可 され る。

出願 では,志 願者 は,通 常の試験 の専 門を上 回 り,1つ 以上 の補足専 門科 目で試験 され

る。 学士試験 により,商 業の教務 のための科学的な能力 は証 明 され る。既 存の試験 に基 づ

き,「 学部卒 の商業教員(Diplom-Handelslehrer)」 の学位(Grad)が 付与 され る(14)。

ザ クセ ンの た め に ライ プ チ ッ ヒ商 科 大 学 で行 われ て い る試 験 規 則 は,予 備 教 育

(Vorbildung)が 問題 にな る限 り,プ ロイセ ンのための予備教育 のよ うに,同 様 の許可条件

が含 まれ るが,し か し,ザ クセ ンでの商 業学校 での実務上 での教育 の半年 間を含 むが,プ

ロイセ ンの ような6つ の学期 の代 わ りに,8つ の研究 の学期 と規定 されてい る。4つ の商

科大学の学期 の内,3つ の学期 は ライ プチ ッヒ商 科大 学で過 ごさな ければな らない。経 営

技 術(Betriebstechnik)で の 筆記試験 の実習(Klausurubung)は,プ ロイセ ンのよ うに,規 定

されてい る。試験の 内容 は教育学の分野(Teil)と 専 門科学 の分野 か ら構成 される。専 門科学

の分 野は2つ の主要専門(Hauptfach)と3つ の関連専 門(Nebenfach)か ら構成 され る。最初

の主 要専 門は常 に経 営経 済学であ り,第2の 主要専 門 として国民経済 学 と,財 政学,あ る

(13)VglNicklisch,H.1933.S.3.

(14)Vgl.Nicklisch,H.1933.S.3。
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い は,法 学,あ るいは,経 済地理 が選択 され る。 第3番 目の関連専 門では,初 めの2つ の

関連専 門は選択で きないが,特 殊経営経済学,あ るいは,世 界経済学(Weltwirtschaftslehre),

あ るいは,外 国語,あ るいは,経 済 ・商業史,あ るいは,化 学技術,あ るいは,保 険計算

を含む,政 策的 な算術(politischeArithmetik)で あ る。限定試験 と拡大試験 のためには,

プ ロイセ ンで とよ く似 た規 定が存在 す る。

その他,一 方 で プロイセ ンと,他 方 でザ クセ ンとハ ンブル クの間で,学 部卒 の商業教員

が相 互 に同等 に承認 され ることが取 り決め られた(15)。

マ ンハイム商科大 学で行 われてい る試験規則 は,プ ロイセ ンとよ く似 た規定 が含 まれて

い る。7つ の学期 の内,2つ の学期 はマ ンハイムで過 ごさな ければな らない。試験 は4つ

の必 須専 門(Pflichtfach)で 行 われ る。 す なわ ち,経 営経 済学 総 論,国 民 経 済 学,法 学

(Rechtslehre)と 教 育学 と,グ ルー プに纏 め られ る,3つ の選択専 門(Wahlfach)(1.特 殊 経

営経 済学,2.財 政 学 と3.経 済 地理 を有 す る,「 経済科学の グルー プ」,1.外 国語,2.第2

外 国語,あ るいは,経 済地理 と,3経 済地理,あ るいは,特 殊 経営経済学を有す る,「 語

学の グルー プ」,1商 品学,2.経 済 地理 と3特 殊経 営経済学を有す る,「 技術 ・地理 の グ

ルー プ」)で 行 われる。

しか し,マ ンハイムでの学士試験,あ るいは,他 の ドイ ツの商 科大 学の学士試験 は,バ

ーデ ンの州立 商業 学校 の教務 に資格 を与 えないのに対 して
,ラ イプチ ッヒで の学士試験 は,

ザ クセ ンの州立 商業 学校 の教務 に,そ して,プ ロイセ ンの商 科大 学の学士試験 は,プ ロイ

セ ンの州立 商業学校 の教務 に資格 を与 え る。 バーデ ンでの州立商 業学校 の教務 は,カ ール

スルーエでの委員会(Kommission)の 以 前 には,2つ の国家試験 が1922年5月17日 の条例 に

よ り規定 されて いた。一・次試 験の許可 は,商 科大 学 の滞 在の ために規定 された準備教育

(Vorbildung)(従 って,ギ ジナー ジウムの卒業証書,あ るいは,仮 卒業)と,1年 半 の ビジ

ネス実務(kaufmannischePraxis)と,大 学,工 科大学(TechnischeHochschule)と 商 科大 学

での7つ の学期 の研 究,そ の内,商 科大 学での4つ の学期,を 前提 とす る。更 に,研 究 中

に,経 営経 済学,あ るいは,隣 接 した専 門領域 か らのテーマについての純粋 な科学 的な論

文(Arbeit)を 仕 上 げるべ きであ る。試験 は,終 了 した単科大 学での研究の後,遅 くとも2

年 後 に実施 され るべ きであ る。試験 は 口頭 の部 門 と筆記 の部 門か ら構成 され る。試験 の専

門は以下 の ようであ る。 すなわ ち,経 営経済 学,国 民経済 学,法 学 と教育 学が必須専 門 と

して,商 品学,経 済地理 と外 国語 は選択専 門 として,こ の内,2つ が選択 され るべきであ

る。

(15)Vgl.Nicklisch,H.1933.S.3-4。
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2年 間 の予備 の教務 の後,そ の間 に,更 に純粋 な科学的 な論文(Arbeit)が 仕 上 げ られ る

べ きであ るが,第 二次 の国家試験 が実施 され る。 この試験 は再 び 口頭 の部 門 と筆記 の部 門

に分かれ るが,以 下 につ いて試験 され る。 すなわち,ド イツの商業学校制度,バ ーデンの

商業 学校 制度 の仕組み(Einrichtung),教 授 法(Didaktik)と,実 践 的な経営 ・交通経済 であ

る(16)Q

ヴ ュルテ ンベル クの州立 商業 学校 の教務 のためには,「 良」のすべて の記載 を有す る,ド

イ ツの商科大 学で行われた学士試験 が準備 され る。実務 ・教育の1年 間(商 業 学校 での実 習

年数(Handelsschul-Referendarjahr))の 後,そ の間 に,複 数の教育実習(Lehrprobe)に つ い

て商業学校の実習報告書(Handelsschul-Referendare)が 文 章で作成 され,指 定 された当局

に提 出され るべ きであ るが,国 家試験(公 務員試験)が,商 業 学校 での よ り高等 な教務 のた

めの1922年6月4日 の条例 により,実 行 され るべ きであ る。試験 は以下 の内容であ る。 す

なわ ち,経 営経 済学,憲 法 ・行政 法(Staats-undVerwaltungsrecht),教 育 学,2つ の教

育 実習 と,選 択専 門(外 国語,あ るいは,化 学 と商 品学,あ るいは,経 済地理 と交通地理,

あ るいは,経 済史)。 教育学 は筆記のみで,経 営経済学 と憲法 と行政法 は口頭 のみで,選 択

専 門は筆記 と口頭で試験 され る。経 営経済 学,外 国語 と2つ の教育実習 の平均 では,最 低

で 「可」 の証 明が獲得 された とき,試 験 は,こ の場合 のみ,合 格 と評価 され る(17)。

バ イエル ンでは ,学 部卒 の商業教員 の試験 は,少 し前 まで,ほ とん ど知 られていなか っ

た。 バイエル ンでの国立 商業 学校 の教務 のために,1912年9月4日 の条例 と1927年5月13

日の省 の公示(Ministerial-Bekanntmachung)に よ る,特 別な国家試験 規則が とりあえず存

在 す る。試験規 則では,ギ ジナー ジウムの卒業証書,1年 間の ビジネス実務,ド イツの単

科大 学での3年 間の研 究,そ の内,1年 間 は商 科大 学,あ るいは,ミ ュンヒェン工科大学

の経済科学部 門で,そ して,純 粋な科学 的な論文(Arbeit)の 作 成 が規定 されて いる。筆記

試 験 は3つ のグループ,し か も,経 営経済学 と経 営技術(ビ ジネ ス計算,簿 記,財 務 数学)

を 有す るグルー プ1,商 法 と国民経済学総論(allgemeinerVolkswirtschaftslehre)を 有 す

るグルー プ2と,地 理 と商業史 と ドイツ語 の短 い作文(Aufsatz)を 有 す るグルー プ3か ら構

成 され る。 口頭試験 は,グ ルー プ1で は,経 営経 済学,更 に,グ ルー プ2と3で の領域 に

及 ぶ。

1930年1月1日 以 降,こ の場合,ニ ュール ンベル クでの経済 ・社会科 学のための単科大

学(商 科大学)で は,商 業 の教職 のための特 別な規則 が実施 されてい る。試験 と試験科 目の

(16)VglNicklisch,H.1933.S.4.

(17)Vgl.Nicklisch,H.1933.S.4-5。
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た あの許 可 に関連 して,こ の規 則は プロイセ ンの試験規 則に非 常に頼 ってい る。必須専 門

は プロイセ ンで と同一 であ る。選択専 門 としては,経 済科 学の グルー プと語 学の グループ

のみが問題 にな る。技 術 ・地理 の グルー プは存在 しない(18)。

ハ ンブル クは1923年8月2日 と1925年1月21日 の条例 に より特別 な国家試験規則 を有 す る。

ギ ジナー ジウムの卒業証書,あ るいは,初 級 の教員試験 と補足試験,7つ の学期 の単科大

学での研究(そ の 内,2つ の学期 はハ ンブル ク大学 で)と,2年 間 の ビジネ ス実務 を有 す る

人は,試 験 を許 可 され る。試験 は,口 頭 の部 門 と筆記 の部 門か ら構成 され,2つ の主要専

門(常 に,国 民経済学 と私経済学(Privatwirtschaftslehre))と3つ の関連専門(3つ の関連 科

目には,地 理,あ るいは,商 品学,あ るいは,保 険論,あ るいは,外 国語があ るが,常 に,

法 学 と教育 学)か ら構成 される。単科大 学,あ るいは,国 立 の試験 当局 で,通 常の試験 科 目

の1つ,あ るいは,複 数 の試験 が実施 され るときには,試 験 の制 限を1つ の主要専 門 と2

つ の関連専 門で実施 で きる。1925年12月16日 の評議 会規定(Senatsverfugung)に 従 って,目

下 の所,公 的な試験 は実施 され ていないが,商 業学校 の教員 としての任用(Anstellung)は,

これ によれば,他 の機 関での商業学校 の教員試験 の存続 と,公 的な校務 での1年 間の活動

を前 提 としてい る(19)。

ヘ ッセ ンは,国 立 の商業学校の校務 での レッスン(Unterricht)の た め には,全 く特殊 な

規定 は公布 していない。 教育 制度 のためのヘ ッセ ンの州 当局の教育 と任用 の規定 によ り,

国立 の商業 学校 の校務 の許 可のために,商 科大 学の学士試験 の資格 が与 え られ る⑳。

4.経 済上 の待遇

学部卒 の商業教 員は,主 に,都 市 の職 務で雇用(Verwendung)を 見 付 けるが,こ れ とと

もに,大 多数 の商業学校(Handelskammerschule),個 別 には,連 邦 と国の職務 と,私 的な

努め先 で,雇 用 を見 付 ける。 プロイセ ンにお ける学部卒 の商 業教員 の業務 についての概観

は,1930年11月 の状 況(Stand)に よ れば,以 下の配属 を与 え る(21)。

(18)VglN

(19)Vgl.N

(20)VglN

(21)Vgl.N

cklisch,H.1933.S.5.

cklisch,H.1933.S.5.

cklisch,H.1933.S.5.

cklisch,H.1933.S.5。
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男性 女性 合計

1.プ ロイセン

a)職 業学校,商 業学校と高等商業学校での

公的な校務(国,地 域,共 同体,法 人)で任用された者

b)完 全就業の候補者

時間制の就業の候補者

非就業を申告 した者

(非就業の総数は最低で500と 見積もられる)

c)単 科大学での,管 理,ビ ジネス実務 と州立学校の教務

d)私 立学校で

2.そ の他の領域で

a)国 防軍の専門学校

b)ザ ール地方(本採用で)

c)他 の州での見積 もりで

1038

513

35

129

28

348

230

12

41

1386

743

47

170

お よそ60

1139

2131

37643

お よ そ1000

(Vgl.JahrbuchfurdaskaufmannischeSchulwesen1930,VerlagDr.M.Gehlen,Ber-

lin-Zehlendorf-Mitte.)(22)。

プロイセンでの学部卒の商業教員の給料は,1927年12月13日 のプロイセン州会議により

採択された,直 接の州の公務員の業務収入についての法律(プロイセンの給与法)と,1928

年4月16日 の職業教員 と商業教員の給与法により決められている。基本給に加えて,住 居

手当,子供補助金と地域特別手当が支給される。職業学校での上級の商業教員の基本給は,

1928年4月16日 の職業 ・商業の教員の給与法によれば,3600か ら5800RMで ある。中等職

業学校の指導者の基本給は3600か ら7200RMで ある。大きな職業学校の校長の基本給は

4400か ら8400RMで ある。専門学校での学部卒の商業教員はプロイセン給与法のA3cグ ル

ープに従 って(3600か ら6600RMま で)支払われ,そ の他,彼 らは600RMの 手当を受 け取

る。 また,職 業学校では,学 部卒の商業教員に対 して800RMの 手当が可能である。

このような俸給の新規制は,学 部卒の商業教員にとり,(今 まで古い給与規定のグループ

IX-XIで あった)他のグループに比べて,極 めて厳 しい値下げを意味している。職業専門学校

(22)こ の表 で は,給 与 が悪 く,勤 務 時 間 数 が 多 い プ ロ イセ ンで も,本 来 の 職 業 学 校 ・商 業 学 校 ・

高等 商 業 学 校 の志 望 者 の 内4.8%(170名/3519名),推 測 で は,お よ そ14.2%(500名/3519名)が 希

望 を か な え られ な か った こ とに な る。
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で アカデ ミックに教育 され た教員 と同等 にとい う彼 らの正 当な要求 は充た されていない(23)。

プ ロイセ ンの緊縮条 例(Sparverordnung)は 職 業学校 での給与 に対 して徹底 した悪化 を

もた らし,こ れ により,他 の州 と比較 して,プ ロイセ ンでの学部卒 の商業教員 の不 当な等

級 付 けは更 に際だ った。他 の ドイ ツの州 では,学 部卒 の商業教員 の等級 付 けはは るかによ

り良い。 初任給で,彼 らは,他 の大学教育 を受 けた者(Akademikern)と ほ ぼ等 しく,最 高

給(Endgehalt)で は,僅 かに(umeinenminimalenBetrag)彼 ら と劣 ってい る。 また,職 務

の名称(Amtsbezeichnung)は ア カデ ミックな準備教育 にほ とん ど適合 してい る。

学部卒 の商業 教員 の義務 時間数 は,プ ロイセ ンでは,他 の教員 の範 躊でのそれよ り,か

な りより多 く増加 してい る。現在 の義務時間数 はプロイセ ンで は28-24で あ り,バ イエル ン

では,た とえば,26-24,そ して,オ ーデ ンベル クで は,24-18で あ る(24)。

5.職 業 組織

高等教育機 関の教育登録協 会 に所属 す る,ド イツ連邦商業教員連合(DerReichsverband

DeutscherHandelslehrer)は,学 部卒 の商業教員 の中核組織(Spitzenorganisation)で あ る。

これ には,州 と地域 か ら構成 された,個 別 の州 の連合 が所属 してい る。 プロイセ ンのため

の 組 織 は,プ ロ イ セ ン学 部 卒 の 商 業 教 員 登 録 協 会(DerVerbandPreuBischer

Diplom-Handelslehrere.V.,BerlinNW6,Schiffbauerdamm19)で あ る(25)。

6.文 献 と機 関 誌

職 業 機 関 誌(Berufszeitschrift)と し て は 以 下 の も の が あ げ ら れ る。 す な わ ち,「Deutsche

Handelsschul-Warte」(SchriftleitungDipl.-HI.W.Ode,Bln.-Wilmersdorf,Verlag

Dr.M.Gehlen,Bln.-Zehlendorf-Mitte)。

教 育,職 務 と 状 況 に つ い て の 文 献(Literatur)と し て は 以 下 の も の が あ げ ら れ る。 す な わ

ち,個 々 の 商 科 大 学 の 講 義 名 と研 究 計 画,並 び に,試 験 規 則,更 に,<【 筆 者 補 足 】6冊

が 具 体 例 と し て あ げ ら れ て い る が 〉,た と え ば,シ ー グ ラ ー 教 授(Prof.Ad.Ziegler)に よ り

出 版 さ れ た,2巻 の 「ドイ ツ で の ビ ジ ネ ス マ ン の 授 業 制 度 の た め の ハ ン ドブ ッ ク(Handbuch

furdaskaufmannischeUnterrichtsweseninDeutschland)」 な ど で あ る。 な お,ハ ン ド

ブ ッ ク は,有 名 な 商 業 学 校 の 人 物 と専 門 家 が 共 作 し て き た 。 ま た,学 部 卒 の 商 業 教 員 に と

(23)こ の給 与 体 系 で は,初 任 給 と最 高 給 の 格 差 が2倍 以 内 に設 定 され て い る こ と と,諸 手 当が 均
一・に支 給 さ れ て い る こ とが注 目さ れ る。

(24)VglNicklisch,H.1933.S.6.

(25)Vgl.Nicklisch,H.1933.S.6。
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り 問 題 に な る,科 学 的 な 専 門 領 域 に つ い て は,DieBetriebswirtschaft(Zeitschriftfur

HandelswissenschaftundHandelspraxis),Zeitschriftfurhandelswissenschaftliche

Forschung,ZeitschriftfurBetriebswirtschaftと,AnnalenderBetriebswirtschaftが

刊 行 さ れ て い る(26)。

H.商 科大学の現状と,経 営経済学と関連分野での研究の状況

1.ド イ ツでの経 営経 済の研究施設 と入 学条件

経営経済の研究 のための前 提は ビジネ ス活動(kaufmannischeTatigkeit)(ま た,教 員 に

対 して は教育活動(padagogischeTatigkeit))の 充 分な直接的 な理解(Anschauung)で あ る。

ドイ ツ に来 る学 徒(Studierende)は,期 間 は,研 究 の 目的(学 部 卒 の ビ ジ ネ ス マ ン

(Diplom-Kaufmann),学 部 卒 の商業教員(Diplom-Handelslehrer))と 学 徒 の予備教育 の種

類 によ り異 な り,6ヶ 月 か ら3年 間の間 で変動 す るが,実 務(Praxis)を,で きるな らば,

研 究の開始前 に達成 してお くべ きであ る。 しか し,6ヶ 月 の最低必要 な実務 は単科大学 の

休 み(Hochschulferien)に で も果たせ る(27)。

科 学 的 な 研 究 は 経 営 技 術(Betrriebstecnik),つ ま り,簿 記,ビ ジ ネ ス 計 算

(kaufmannischesRechnen),営 業 技術(Geschaftstechnik)(契 約 技術)の 領域で始 め られ る。

この ような専 門科 目では,学 士試 験(Diplomprufung)〈 【筆者補足】の受験 〉を許可 され

るため に,筆 記試験 の実習(Klausurubung)が 有 効 に実施 され る。6つ の学期(Semester)後

に学士 の資格 を獲得 しようとす るとき,経 営技術 のために,ほ ぼ最初 の3つ の学期 が費や

され る。 これ に対 して,2年 間の研 究後 に 「実務 的な商人(praktischeKaufleute)の 試 験」

(これに よ り交付 される証書 には アカデ ミックな学士(Diplom)の 意 義 はないが)で 単科大 学

を離 れ るときには,2つ の学期 のみが費や され る(28)。

場 所の選択 は,前 述 の説 明された審査(Examina)の た め,以 下の単科大学(Hochschule)

に限 定 され る。す なわち,ベ ル リン商科大学(Handels-HochschuleBerlin),ケ ー ニスベル

ク(K6nogsberg)商 科 大学,ラ イプチ ッヒ(Leipzig)商 科大学,マ ンハイム(Mannheim)商 科

大 学,ニ ュール ンベルク(Nurnberg)商 科 大学,フ ランクフル ト(Frankfurt)と ケ ル ン(K61n)

の 大 学(Universitat)。 最 後 の2つ の 大 学 は 経 済 ・社 会 学 部(Wirtschafts-und

(26)VglNicklisch,H.1933.S.6.

(27)Vgl.Guthsmuth,W.u.Nicklisch,H.(1926):DasStudieumderBetriebswirtschaftin

Deutschland,Charlottenberg,1926.S.3.

(28)Vgl.Guthsmuths,W.u.Nicklisch,H.1926.S.3。
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SozialwissenschaftlicheFakultat)に よ り,商 科大学 の課題 を充 た してい る。時間上 の観 点

では,商 科大 学が,通 常,試 験 の実施 に先立 って,2つ か ら3つ の学期 の出席 を要 求す る

とい う制約 が 目立 ってい る。 そ うでな ければ,学 徒には研究場所 の選択 は完全 に 自由であ

り,彼 らは商科大 学を任意 に変更 で きる。外 国人 は,場 所 の変更 に対 して指定 された通達

の承認(vorgeschriebeneministerielleGenehmigung)が あ る限 りで,そ うであ る。単科大

学の変更 は,科 学上 での完成(Durchbildung)の 理 由か ら,ま た 同様 に,純 粋な実務 と経済

上 の観 点で推奨 され るべ きであ る。一方 で,異 な る教員 の意 見を聞 くことは,科 学 的な視

野の範囲 の拡大,新 たな個人的 な調査(Forschung)に 対 す る刺激 と,科 学的 な判断力 の促

進 を保証 す る。他方で,学 徒は ドイツの特定の専門領域の新 しい科学的な状況(Verh且ltnis)

を信 頼 し,で きれば,特 殊 な経 済分野 での実務上 での知識 を拡大 で きる(29)。

商 科大 学 と経 済 ・社会 学部 とともに,こ れ に加 えて,こ の場 で また,ウ ィー ン(Wien)の

世 界 貿易(Welthandel)の た め の単科 大 学 が補足 と して示 め され るが,若 干 の工 科大 学

(TechnischeHochschule)と 大 学が経営経済学を講義計画で採用 して きた。工科大学の 内,

経 営経 済学が共通 科学分 野,あ るいは,経 済 科学分野 の領域 で教 え られ る所 は,ブ ラウン

シュヴァイ ク(Braunschweig),シ ャル ロ ッテベル ク(Charlottenburg),ダ ル ム シュタッ ト

(Darmstadt),ド レ ス デ ン(Dresden),カ ー ル ス ル ー エ(Karlsruhe)と ミ ュ ン ヒ ェ ン

(MUnchen)で の 単科大学で ある。大学 の内,以 下が経営経済学 の講座 を有す る。すなわち,

ブ レス ラウ(Breslau)(法 ・政治学部(Rechts-undStaatswissenschaftlicheFakult批)の 領域

で),フ ラ イ ブル ク(Freiburg)(法 ・政 治 学 部 で の 商 科 大 学 コー ス),ゲ ッ チ ンゲ ン

(G6ttingen)(法 ・政治学部 の領域 で),イ ェーナ(Jena)(法 ・政治学部 の領域 で),チ ュー ビン

ゲ ン(Tubingen)(政 治 学部の領域で),ギ ーセ ン(GieBen)(哲 学部 の領域 で),ボ ン(Bonn)(哲 学

部 の領域 で)。経営経済 の講義 の手始 めは以下 の大学 で開講 されてい る。すなわち,ベ ル リ

ン,グ リュプスバル ト(Greifswald),ハ レ(Halle),ハ ンブル グ(Hamburg),ハ イ デルベル

ク(Heidelberg),キ ール(Kiel),ミ ュ ンスター(Munster),ヴ ュル ツブル ク(Wurzburg)(30)。

2.ド イ ツ商科大 学 と各 々の特徴

まず,ド イ ツでの経 営経 済学の研究 のために配慮 された,商 科大 学は,一 様 に,全 ドイ

ツ語 圏 にわた って分 割 されてい る。 北 ドイ ツでのそれはベル リンとケーニスベル クの商科

大学,中 央 ドイ ツでは,ラ イ プチ ッヒ商 科大 学,南 ドイ ツでは,マ ンハイム とニ ュール ン

(29)Vgl.Guthsmuths,W.u.Nicklisch,H.1926.S.3-4.

(30)Vgl.Guthsmuths,W.u.Nicklisch,H.1926.S.4。
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ベル クの商科大学,西 ドイ ツでは,ケ ル ンとフランクフル ト大 学の経済 ・社会 学部,ド イ

ツ ・オース トリア国では,ウ ィー ンの世界貿 易のための商科大 学であ る(31)。

ベ ル リンは,帝 国の首都 としての特徴 と,経 済 活動 の中心 点で,経 営経済 学の研究 に と

り 多 くの 長 所 を 示 め す 。 そ の 中 央 図 書 館 と,様 々 な 種 類 の 経 済 の 公 文 書 館

(Wirtschafts-Archiven),近 代 の産業 指導(Wirtschaftsfuhrung)の 施 設(Anlage)と,経 済

促進 のための多数 の制度(Einrichtung)と 組 織で,ベ ル リンは,特 に留学生 に とり,経 営経

済の研 究 にとり適 切な場所 であ る。 これに,工 業,農 業経 済,獣 医学の大 学 と,隣 接 す る

森林 学の単 科大 学(エ ーバーバル ト(Eberswalde))と 他 の施設(lnstitution)に よ り,す べての

教育 の可能性 が存在 す ることが加 わ る。商科大 学は,た だ,経 営経 済の研究 の担い手 とし

て,そ の講義計画 で,経 営技術 と共通(基 礎)経 営経済の講義 と実習(Ubung)と と もに,通 貨

制度,銀 行制度 と取 引所 制度,商 業 と交通,工 業 の分野 での,常 設 の特殊講義,特 殊 な演

習 と実 習を指導 す る。 演習 と演習実習(SeminareundSeminarubung)は,研 究 と授業 の施

設 に合 った制度 により,役 に立つ。この制度 の代表(Direktor)は,ラ イ トナー(Leitner,F.),

ヒル シ ュ(Hirsch,J.)と ニ ック リッシ ュ(Nicklisch,H.)で あ る。特別 な制度 として研究 会

(Arbeitsgemeinschaft)に つ いて述べ るべ きであるが,そ こでは,小 クラスで,特 殊 な専 門

領 域の問題(事 務組織,海 上航行 と内水区域航行 な ど)が研究 の対 象であ る。重要 な経営経

済の隣接 した領域 の特殊 な制度 として,経 済心理 の制度 について述 べ るべ きであ るが,こ

れは最近 シャル ロッテベル ク技 術単 科大 学の精神技術実験 室 と合併 された(32)(33)。

ケ ーニスベル クには,二 番 目の プロイセ ンの商 科大 学が存在 す る。帝 国の最 も東 の部分

とい うその地理上 の状 況 に対応 して,東 欧経済 の問題 が特殊研究 の対 象であ る。特殊 な施

設 の制度 と して決算書公文書館(Bilanz-archiv)に つ いて紹介すべ きで ある。講義計画 は,

す べての ドイ ツの商科大 学の ように,基 本 的な特徴 では,ベ ル リン商科大 学のそれ と構成

(Aufbau)で は類似性 を示 めす。 ここでは,経 営経済学 は,パ イフ ァー(Pfeifer,H.)と ロ ゴ

ビスキー(Rogowsky,B.)に よ り講義 される。他 の講義領域 ではケーニスベル大 学 と密接な

(31)Vgl.Guthsmuths,W.u.Nicklisch,H.1926.S.4.

(32)Vgl.Guthsmuths,W.u.Nicklisch,H.1926.S.4-5.

(33)こ こ で は,紹 介 さ れ た 代 表 者 の 研 究 業 績 を 若 干 紹 介 す る 。

Leitner,F。:PrivatwirtschaftslehrederUnternehmung,2.Aufl.,Berlin1919。

Nicklisch,H.:AllgemeinekaufmannischeBetriebslehrealsPrivatwirtschaftslehredes

Handels(undderIndustrie),Leipzig1912.;WirtschaftlicheBetriebslehre6.Aufl.,Leipzig

1925.(1912-20年 ラ イ プ チ ッ ヒ 商 科 大 学 の 正 教 授:1921-1945年 ベ ル リ ン商 科 大 学 の 正 教 授)

Hirsch,J.:DermoderneHandel,seineOrganisationundFormenunddiestaatliche

Binnenhandelspolitik,Tubingen1918.
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関係 があ る(34)(35)。

見本市 の都市 ライ プチ ッヒでは,わ れわれは,ド イ ツの商科大 学の最 も古 い ものを見付

けるが,1923年 に,創 立25周 年 の祭典 を行 うことがで きた。 もしか した ら,定 期 的で大規

模 な春 と秋の見本市 が経 営経 済学の学徒 には魅力 があ るだ けではな くて,む しろまた,近

隣の中部 ドイ ツの工業地帯 が最 も広 範な,実 務 の知識 を伝達 で きる。特殊 な制度 として租

税論(Steuerkunde)の た めの施設 があ り,そ の代表 は グロスマ ン(Grossmann,H.)で あ る。

また,書 籍 の校 訂 についての教育 のための常設 の コースを強調 すべ きであ る。 ライプチ ッ

ヒのその他 の特徴 に対応 して,単 科大 学は特殊経 営経済 学 として,書 籍取 引経 営学 の専 門

科 目が講義 計画 で考慮 されてい る。経 営経 済学のその他 の代 表は,ラ イ プチ ッヒ商科大学

では,ペ ン ドル フ(Penndorf,B.)と ブイ トアイゼ ン(Findeisen,F.)で あ る。 ここでは,ラ イ

プチ ッヒが他 の単 科大 学では不適切 であ るが,商 業 学校 の教職 の試験 のため,8つ の研究

の学期 を要望 す ることが指摘 され るべ きであ る。 ケーニスベル クでの ように,ま た,そ の

他 の講 義領域 では,ラ イ プチ ッヒ大 学 と密 接な関係 があ る(36)(37)。

バ ーデ ン地方 の商科大 学はマ ンハイムにあ る。 そ こでは,最 も古 い経 営経済 の施設 が見

られ,1914年 に,ニ ック リッシュに より創設 された。 マ ンハイムの ライ ンとの近 さは,特

殊 な研 究 に対 して多様 な可能性 を提供 す るが,そ れは,商 業 と交通 の専 門領域 に通 じてい

る。経 営経 済学の重要な隣接 した領域 での特殊 な制度 として,商 品学のための施設 があげ

られ る。経 営経 済学は,マ ンハイムでは,ゾ ンマー フェル ド(Sommerfeld,H.),ル ・クル

ー ト(leCoutre
,W.)と,フ ル タイムで委託 され た大学講師で ある レス レ(R6Ble,K.)に よ り

代 表 され る(38)(39)。

ニ ュール ンベル クは,ミ ュ ンヒェ ン商科大学が2.3年 前 にその地方 の工 科大 学の経 済科

学部 門 に変 更 された後 には,城 壁 内に,現 在,唯 一 のバイエル地方 の商科大 学を設 けてい

(34)Vgl.Guthsmuths,W.u.Nicklisch,H.1926.S.5.

(35)こ こ で は,紹 介 さ れ た 代 表 者 の 研 究 業 績 を 若 干 紹 介 す る 。

Pfeifer,H.:M6glichkeitenundGrenzenderberufsstadischenSelbstverwaltung,Wien1935.

Rogowsky,B.:DieOrganisationderdeutschenFischwirtschaftinKriege,Berlin1922.

(36)Vgl.Guthsmuths,W.u.Nicklisch,H.1926.S.5-6.

(37)こ こ で は,紹 介 さ れ た 代 表 者 の 研 究 業 績 を 若 干 紹 介 す る 。

Grossmann,H.:StudienundGedankenuberWirtschaftundWissenschaft,in.ZfB.1931.

Penndorf,B.:GeschichtederBuchhaltunginDeutschland,Leipzig1913.

Findeisen,F。:UnternehmungundSteuer,Stuttgart1923.(1924-33年 ラ イ プ チ ッ ヒ商 科 大 学 の

正 教 授)

(38)Vgl.Guthsmuths,W.u.Nicklisch,H.1926.S.6。

(39)こ こ で は,紹 介 さ れ た 代 表 者 の 研 究 業 績 を 若 干 紹 介 す る 。

Sommerfeld,H.:DerUnternehmeralsVerwaltervonVolksverm6gen,Hamburg1934.

leCoutre,K.:Betriebsorganisation,Berlin1930.

R6Ble,K:AllgemeineBetriebswirtschaftslehhre,Munchen1948.(1945-57年 ミ ュ ン ヒ ェ ン大 学

の 正 教 授)
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る。実務 の知識 の拡 大 に関 して,ニ ュール ンベル クとその近 隣周辺 は,さ ま ざまな経済 の

専 門領域 での この ような可能性 を呈示 してい る。 しか し,と りわ け,工 業 の領域 において

であ る。 ニ ュール ンベル ク商科大 学では,経 営経済 学のための3つ の講座 が存在 す る。 そ

の内,1つ は,リ ーガー(Rieger,W.)が,他 は,レ ーマ ン(Lehmann,MR.)が 占 め,第3は

最近 では開講 されていない。特殊制度 として新聞学(Zeitungskunde)の た めの施設 について

言及 しな ければな らない(40)(41)。

ケ ル ン大 学は,経 済 ・社会 学部 で,商 科大 学の課題 を充 た し,こ れに より,商 科大学 の

ように,経 営経 済学の研 究のための可能性 を提供 す る。 ライ ン ・ヴェス トファー レン工業

地帯 の中心 のす ぐ近郊 でのケル ンの位 置は,新 米 の経 営経 済学者 に教育 を期待 させ るが,

そ こでは,大 きな魅力(Zug)が 工 業経営学 の領域 に通 じてい る。経 営経 済か ら見 た交通論 の

広 範な助成(Pflege),そ の 課題領域 は特殊な施設の研究が対象で あるが,他 の経 営経 済学の

部分領域 とともに,特 殊 な ものが 目立 ってい る。 ケル ンでは,経 営経済 学は,シ ュマー レ

ンバ ッハ(Schmalenbach,E.),ワ ル プ(Walb,E.),ゲ ル トマ ッハー(Geldmacher,E.)と ザ イ

フェル ト(Seyffert,R)に よ り代表 され る(42)(43)。

ケ ル ンにおいて と同様 に,フ ランクフル ト大 学で も,ま た,経 営経済 学を研 究す ること

がで きる。実務 ・経 済的な観 点では,フ ランクフル トとその周辺 は,す べての主要 な経済

部 門の経 営が見 られ,取 引所 と通貨 交換所 として重要 な立場 を 占めてい る。経済科学 のた

あの施設 の特殊部 門 には,商 品取 引,銀 行 ・資本調達制度 の経 営経済 があ り,工 業 のため

の施設 の特殊部 門 には研 究活動(Forschungsbetrieb)の 領 域 があるが,合 併 された経済公文

書 館(Wirtschafts-Archiven)で は支 援が見 られる。 こ こでは,経 営経済学 は,ヘ ェウラー

(Hellauer,G.),シ ュ ミッ ト(Schmidt,F.)と カルベラム(Kalveram,W.)に よ り講義され る(44)(45)。

(40)Vgl.Guthsmuths,W.u.Nicklisch,H.1926.S.6.

(41)こ こ で は,紹 介 さ れ た 代 表 者 の 研 究 業 績 を 若 干 紹 介 す る 。

Rieger,W.:EinfuhrungindiePrivatwirtschaftslehre,Nurnberg1928.

Lehmann,M.R:AllgemeineBetriebswirtschaftslehre,Leipzig1928.(1926-54年 ニ ュ ー ル ン ベ

ル ク商 科 大 学 の 正 教 授)

(42)Vgl.Guthsmuths,W.u.Nicklisch,H.1926.S.6.

(43)こ こ で は,紹 介 さ れ た 代 表 者 の 研 究 業 績 を 若 干 紹 介 す る 。

Schmalenbach,E.:Finanzierungen,Leipzig1915.;GrundlagenderSelbstkostenrechnungund

Preispolitik,2.Aufl.,Leipzig1925.

Walb,E.:KaufmannischeBetriebswirtschaftslehre,Leipzig1929.

Geldmacher,E.;WirtschaftsunruheundBilanz,1.T.,Berlin1923.

Seyffert,R.:DerMenschalsBetriebsfaktor,Stuttgart1922.(1924-61年 ケ ル ン 大 学 の 正 教 授)

(44)Vgl.Guthsmuths,W.u.Nicklisch,H.1926.S.7.

(45)こ こ で は,紹 介 さ れ た 代 表 者 の 研 究 業 績 を 若 干 紹 介 す る 。

Hellauer,G.:EinfuhrungindieBetriebswirtschaftslehre,Berlinu。Wien1928。

Schmidt,F.:DieorganischeTageswertbilanz,3.Aufl,Leipzig1929.(1913-45年 フ ラ ン ク フ ル ト

大 学 な ど の 正 教 授)

Kalveram,W。:Industriebetriebslehre,7.Auf1.Wiesbaden1960.(1926-46年 フ ラ ン ク フ ル ト大

学 の 正 教 授)
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ウ ィー ン,ド イ ツ ・オース トリア国の首都 は,世 界貿 易のための単 科大 学に より,同 様

に,経 営経 済学の研 究の可能性 を呈示 す る。 オース トリア国の経 済活動 での位 置 と地位 は

学徒 に多様 な刺激 と教育 の可能性 を保証 す る。単科大学 の名称,構 成(Aufbau)と 特 徴 に対

応 して,わ れわれは世 界貿易論 を見付 けるが,こ れは,そ の施設 の範 囲では,特 殊 な調査

の対 象であ り,好 意 的な注 目を集 めてい る。 その他 の特殊領域 として,銀 行技術施設 では

銀 行制度 が奨励 されて いる。 ウィー ンに は経営経 済学 の代 表者 はオーバ ーパー ライター

(Oberparleiter,K.),ド ォル フェル(D6rfel,R),ザ イ デル(Seidel,K.)ら で あ る(46)(47)。

3.文 献 の紹介

簡単 な研 究,ち ょつ とした,実 務上 の ビジネスマ ンの 目標 には,一 般 に,研 究場所 の特

別な選択は必 要ではない。共通 した基礎知識 は どこで も獲得 で きる。加 えて,最 近 〈 【筆

者補足 】1926年 〉で は,経 営経済学 の3つ の中心 的な科 目(Disziplin),つ ま り,銀 行 と取

引所,工 業,商 業 と交通 は,ほ ぼすべての単科大 学に均等 に構成 されてい る。 これに対 し

て,学 士試験(Diplomexamen)の 実 施 では,上 で概観 した観点,す なわ ち,ど の領 域で個 々

の単科大学 が特定 の研究領域の助成 と調査(Forschung)を 目指 してい るのか を考慮 すべ き

で ある。個人 的な性 向,特 殊な予備教育 な ど,も ちろん,専 門化(Spezialisierung)の 意 図

は,特 定 の単 科大 学での滞在 を推奨 す るに値 す るものにす るし,単 科大 学の場所 の選択 に

対応 して影響 を及 ぼす。 これ に,後 の専 門化 では,経 営経済 の専 門領域 の1つ で指導 的な

地 位を獲得 してい る,特 定 の教員 の選択 が望 ま しい ことにな る。 しか し,経 営技術 の基礎

をマス ターす る前 に,教 育 の この ような道 を描 くことは誤 りであ ろう。基礎知識 は獲得 さ

れ るが,母 国で より多 くを準備 す る程,基 礎知識 は,留 学生 に とり,速 く獲得 でき,文 献

により目指す ことは,常 に,良 い機会(Gelegenheit)に な る。 しか し,こ こで もまた相談 の

手 助 けをす るため に,こ の ような関係 は語 り尽 くせない し,こ れに よっては完全性 の要求

は充 た されない とい う,は っきりとした指摘 があ るが,あ らま し,ド イ ツでの経営経済学

の文献 の 目下 の所 の状 況(Stand)を 特 徴付けよ うとす る(48)。

文 献案 内(Literaturberatung)は,最 初 の準備 と経 営技術 の領域 か ら始 め られ るべ きであ

る。ビジネス計算(kaufm舶nischeRechnen)の た め,と りわけ,以 下 の ものがあげ られ る。

(46)Vgl.Guthsmuths,W.u.Nicklisch,H.1926.S.7.

(47)こ こ で は,紹 介 さ れ た 代 表 者 の 研 究 業 績 を 若 干 紹 介 す る 。

Oberparleiter,K.:FunktionenundRisikendesWarenhandels,Wien1930.

D6rfel,F.:DieVerkehrswissenschaftimRahmenderBetriebswirtschaftslehre,Berlin,Leip-

zigu.Wien1925.

Seidel,K.:Betriebsorganization,Berlin1932.

(48)Vgl.Guthsmuths,W.u.Nicklisch,H.1926.S.7-8.
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す な わ ち,Schar,J.R(1923):EinfuhrungindieDoppelteBuchhaltungな ど。 こ れ に 関 係

し て,簿 記 と 決 算 制 度 の た め に あ げ れ ば,Schar,J.E(1914):BuchhaltungundBilanz(林

良 治 訳 『簿 記 会 計 学 』)な ど 。 特 殊 経 営 経 済 学 の 簿 記 の 文 献 と し て あ げ れ ば,Obst,

G.(1925):Bankbuchhaltungな ど 。 そ の 他 の 貸 借 対 照 表 の 文 献 と して,そ の 中 で,異 な る

講 義 の 意 見 を 考 慮 し て,目 立 つ も の は,Osbahr,W.u.Hicklisch,H.(1923):DieBilanzvom

StandpunktderUnternehmung.;Schmidt,F.(1921):DieorganischeBilanzimRahmen

derWirtschaft.;Schmalenbach,E.(1925):DieGrundlagendynamischerBilanzlehre.(土

岐 政 蔵 訳 「動 的 貸 借 対 照 表 論 』);leCoutre,K.(1922/1924):GrundzugederBilanzkunde,Bd.,

1～ 皿 な ど(49)。

経 営 経 済 学 の 共 通 の 基 本 原 則 は 以 下 の 著 作 で 説 明 さ れ る。Weyermann,M.R.undSch6-

nitz,H.(1912):GrundlegungundSystematikeinerwissenschaftlichenPrivatwirt-

schaftslehreundihrePflegeanUniversitatenundFach-Hochschulen.;

Nicklisch,H.(1922):WirtschaftlicheBetriebslehre.;Leitner,F.(1919):Privatwirtschafts-

lehrederUnternehmung.;Schar,J.F.(1911):AllgemeineHandelsbetriebslehre.;

Werner,F.(1925):AllgemeineBetriebswirtschaftslehreな ど。

一 連 の 文 献 か ら
,経 営 経 済 学 総 論 の 個 別 問 題 を 取 り扱 う も の を あ げ れ ば,Schmalenbach,

E.(1915):Finanzierungen.;Grossmann,H.(1925):DieAbschreibungvomStandpunktder

Unternehmung,insbesondereihreBedeutungalsKostenfaktor.;Findeisen,

F.(1932):AufstiegderBetrieb.;Findeisen,F.(1923):UnternehmungundSteuer.;

Nicklisch,H.(1909):Kartellbetrieb.;Seyffert,R.(1922):DerMenschalsBetriebsfaktor

な ど(50)。

以 下 で は,経 営 経 済 学 総 論 の3つ の 部 門 が,銀 行 経 営,工 業 経 営,商 業 と交 通 経 営 の 順

で,若 干 の 基 本 文 献 が 指 摘 さ れ る。 わ れ わ れ は,銀 行 経 営 か ら 始 め る。Leitner,R(1923):

BankbetriebundBankgeschafte.;Schmidt,F.(1920):DernationaleZahlungsverkehr.

2.AufL,な ど 〈 【筆 者 補 足 】 こ こ で は,ビ ジ ネ ス マ ン と し て の 商 学 士 の 就 職 先 を 意 識 し

て,銀 行 経 営 と 説 明 さ れ て い る が,内 容 は 取 引 所 制 度 や 財 務 管 理 論 の 資 金 繰 り も 含 ま れ

て い る 。 〉

次 の 専 門 領 域 で あ る 工 業 経 営 論 の た め に は,以 下 の も の が あ げ ら れ る べ き で あ る 。

Leitner,R(1923):SelbstkostenberechnungindustriellerBetriebe,8.Aufl.,:Lehmann,

(49)Vgl.Guthsmuths,W.u.Nicklisch,H.1926.S.8.
(50)Vgl.Guthsmuths,W.u.Nicklisch,H.1926.S.8-9.
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MR(1925):DieindustrielleKalkulationな ど。 こ こ で は,密 接 な 関 係 に 対 応 して,ま た,

簡 単 に 科 学 的 経 営 管 理 法 の 文 献 に つ い て 触 れ る べ き で あ る。 こ の た め,以 下 の も の が あ げ

ら れ る。Taylor,F.W.u.R6sler,R(1917):DieGrunds批zewissenschaftlicherBetriebs-

fuhrung。 テ イ ラ ー 制 度 の 実 務 か ら,Seubert,R.(1914):AusderPraxisdesTaylor-

systemsな ど。 〈 【筆 者 補 足 】 こ こ で は,ビ ジ ネ ス マ ン と し て の 商 学 士 の 就 職 先 を 意 識 し

て,工 業 経 営 と説 明 さ れ て い る が,内 容 は 原 価 計 算,生 産 管 理 論,製 造 組 織 も含 ま れ て い

る。 〉

経 営 経 済 学 の 第3の 中 心 的 な 原 理 で あ る,商 業 と 交 通 は,と り わ け,以 下 の 基 本 的 な 文

献 を 示 唆 す る 。Hellauer,J.(1910):SystemderWelthandelslehre.:Hirsch,J.(1918):Der

moderneHandel,seineOrganisationundFormenunddiestaatlicheBinnen-

handelspolitikな ど。<【 筆 者 補 足 】 こ こ で は,ビ ジ ネ ス マ ン と し て の 商 学 士 の 就 職 先 を

意 識 し て,商 業 と交 通 と説 明 さ れ て い る が,内 容 は 貿 易 論 も含 ま れ て い る。 〉 ま た,Schar,

J.F.(1911):AllgemeineHandelsbetriebslehreが 繰 り返 さ れ る べ き で あ る 。<【 筆 者 補 足 】

ま た,交 通 経 営 論 に つ い て の 基 本 文 献 と し て,多 数 の 特 殊 な 種 類 の 小 冊 子 が あ げ ら れ て い

る が,ビ ジ ネ ス マ ン と し て の 商 学 士 の 就 職 先 を 意 識 し て,内 容 は 鉄 道,船 舶 や 水 道 も含 ま

れ て い る 〉(51)。

特 殊 経 営 学 に つ い て の 文 献 紹 介(Literaturnachweise)は,経 営 経 済 学 総 論 の 多 く の 著 作

で,非 常 に し ば し ば,特 殊 経 営 学 に 加 え る べ き,特 殊 問 題 が 言 及 さ れ,ま た,と り わ け,

簿 記 と 決 算 制 度 の 文 献 が こ れ を 認 識 さ せ る よ う に,取 り扱 わ れ て い る と い う 指 摘 な し に は

終 わ れ な い 。 こ れ は,非 常 に 強 い 程 度 で,包 括 的 な 編 著 に 妥 当 す る。 こ の よ う な 著 作 と し

て,出 版 さ れ て い る経 営 経 済 辞 典(Handw6rterbuchderBetriebswirtschaft)が あ げ られ,

ニ ッ ク リ ッ シ ュ に よ り 出 版 さ れ た(52)。

今 ま で あ げ ら れ た 文 献 上 で の 出 版 と と も に,今 日,個 別 の 調 査 と,収 集 に纏 め ら れ た り,

継 続 さ れ て い る 論 文 集 の 特 徴 を 有 す る,報 告 さ れ た 講 義 と 研 究 活 動(Lehr-und

Forschungsbetrieb)の 公 開 さ れ た 成 果 は,経 営 経 済 学 の 文 献 で は 広 範 な 範 囲 を 含 む 。 こ の

よ う な 論 文 集 の 状 況 は 以 下 の よ う で あ る 。Prion,W.:Bank-undfinanzwirtschaftliche

Abhandlungen.;Schmidt,F.:Betriebs-undfinanzwirtschaftlicheForschungen.;leCoutre,

K.,Findeisen,F.,Kalveraum,W.,Seyffert,R.,Sommerfeld,H.:Betriebswirt-

schaftlicheAbhandlungen.;Nicklisch,H.:Organisation.;Grossmann,H.:Buchereifur

(51)Vgl.Guthsmuths,W.u.Nicklisch,H.1926.S.8-9.

(52)Vgl.Guthsmuths,W.u.Nicklisch,H.1926.S.9-10。
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BilanzundSteuerな ど。

し か も,こ れ と と も に,ま だ 若 干 の 他 の 収 集 が 存 在 し,そ の 中 で,時 折 ま た,経 営 経 済

的 な 調 査 と研 究 成 果 が 公 開 さ れ て い る こ と に 言 及 し な け れ ば な ら な い 。こ の よ う な も の は,

betriebswirtschaftlichenundkaufmannischenVereinenundGesellschaftenな ど か ら 出

版 さ れ て い る(53)。

経 営 経 済 の 雑 誌 制 度 の 領 域 で は,以 下 の 編 集 が 報 告 さ れ る 。す な わ ち,Schmalenbach,E.

とWalb,E.に よ るZeitschriftfurHandelswissenschaftlicheForschung,Nicklisch,H.

とObst,G.に よ るZeitschriftfurHandelswissenschaftundHandelspraxisと,Schmidt,

F.に よ るZeitschriftfurBetriebswirtschaftが あ げ ら れ る(54)。

1924年 に,初 め て,経 営 経 済 上 の 文 献 の 領 域 で の す べ て の 作 品(Produktion)を 集 め,し

か も,経 営 経 済 の 調 査 と学 説(Lehre)の 進 展 の た め の 公 文 書 館 に 収 集 さ れ,そ の 編 集 者 と し

て,ZeitschriftfurHandelswissenschaftundHandelspraxisの 編 集(Redaktion)が あ げ ら

れ る。 こ の よ う な 公 文 書 館 は,毎 年,経 営 経 済 学 の 状 況(Stand),特 に ま た,調 査 と そ の 成

果 に つ い て 報 告 す る。 こ れ に よ り,全 体 の 専 門 科 目 に 対 し て,経 営 経 済 学 の 調 査 と学 説 の

折 々 の 状 況 と発 展 が 認 識 さ れ る よ う に,本 質 的 な 促 進 が な さ れ て い る(55)。

皿.ベ ル リン商科大学 によ り仲介 される学徒の実務

以下 の寄稿 「商科大 学 により仲介 され る学徒の実務」 は,ベ ル リン商 科大 学の新 しい制

度(Einrichtung)に つ いて 報 告 す るが,こ の 制 度 は,ベ ル リ ン工 業 経 営 界(Berliner

Industriebetrieben)と の 協 定 に基 づ い て,経 済 科 学 の研 究 の た め に必 要 な 実務 訓練

(praktischeAusbildung)を 実 施す る,機 会 を学徒(Studierende)に 与 える。以下 では,ほ ぼ

全訳 しなが ら,検 討 す る。

実務(Praxis)は,[経 済 を専 攻す る]学 徒(Wirtschaftsstudent)に と り,特 に有意義 であ

る。 また,こ れは試験規定 に述 べ られてい る。 とい うのは,〈 【筆者補足 】受験 の 〉許可

のたあの前 提の1つ は,申 し込 みをす る志願者 が実務 を経験 してい ることであ るか らであ

る。 た だ し,6ヶ 月 か12ヶ 月 か は,ビ ジネ ス マ ンの 学 位 か,商 業 教 員 の 資 格(das

(53)Vgl.Guthsmuths,W.u.Nicklisch,H.1926.S.10-11.

(54)Vgl.Guthsmuths,W.u.Nicklisch,H.1926.S.11.

(55)Vgl.Guthsmuths,W.u.Nicklisch,H.1926.S.11。
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kaufm含nnischeoderdasHandelslehrerdiplom)を 問題 にす るのかによる(56)。

しか し,一 方 で,期 間 に関す るもので,他 方 で,研 究期 間 に対 す る状況(Lage)の 規 制

(Regehlung)に 関 す るこ とで,規 定(Bestimmung)は 不 充分 で あ る。6ヶ 月 は,確 か に

(zweifellos),短 か過 ぎる し,ま た,12ヶ 月 は,ま ともな実務 訓練のため には,充 分 ではな

い。 実務が断片(Fetzen)か ら構成 され ること,関 連 な しに勤め る,数 週間や数 ヶ月 間か ら

構成 され ることを,単 科大 学 に所属 す る者 が承認 す るな らば,初 めか らうま くいかない。

これ に加 えて,実 務 が,試 験前 に初めて不充分(knapp)に 経 験 され るときに,研 究のため に

完全 に利用 し尽 くされ るのか とい う問題 と,こ れに反論 す るが,大 学卒 の ビジネスマ ンで

は,研 究 の開始以前 に設定 されるな らば,実 務的な活動での 同化(Einburgerung)〈 【筆者

補足 】知識 の適用 〉を阻害 しないか とい う,他 の問題 〈 【筆者補足 】があ る〉。最後 に,

実 務 と実務 は2つ の非常 に異 な る事 象(Ding)で あ り,た とえ,時 間が調整 された として も,

この内,単 科大 学は,あ る実務 を承認 で き,他 の実務 を拒否 すべ きであ ることを認識 す る

ことが重要であ る。 ここでは,確 実 な,同 様 の,実 務上 の充分 な訓練(Durchbildung)の 不

足(Mangel)が 問 題にな るが,こ の不足 は,単 科大学が実務の代表者 との提携(Verbindung)

で,研 究 に と り必要 な実務 上 の知識 と経験 が獲得 され る,訓 練 の方法(Ausbildungsweg)

を 組織 し,監 視 す ることにより除かれ うる励。

こ の よ う な 原 則(Satze)は,1つ の 課 題,す な わ ち,単 科 大 学 の 運 営(Hoch-

schulverwaltung)た め の機関が場所 を仲介す る,実 務上 での訓練過程 のための組織 を構成

す ること(Aufbau)を 内 容 とす る。 これに加 えて,学 徒 を訓練す る,用 意が ある,適 切な企

業 との必要 な協定 〈 【筆者 補足 】 を含 む 〉。 この ような制度 は,訓 練 を受 ける者(Aus-

zubildende)が 充 分 な時間を利用 でき,彼 らが有機的 に(organisch)自 らの研 究時間 と結 び付

けることが前 提 にな る。 その際,実 務上 での知識 と経験 が明 らかに研究期 間中に必要 であ

ること,し か もまた,実 務訓練 が,直 接,実 践 的な活動 に移行 す るな らば,実 務 の活動 で

の同化(Einburgerung)〈 【筆者補足】知識 の適用 〉が非 常 に強 く要求 され ることに注 目さ

れ るべ きであ る(58)。

初 め て,経 済 科 学 と社 会 科 学 の た め の 単 科 大 学 と して,ベ ル リ ン商 科 大 学

(Handels-HochschuleBerlin)が,単 科大学会議(Hochschultag)に よ り承認 され,歓 迎 され

るような制度 を創 った。 制度 は,実 務 の代表者 で活発 な支援 を受 けて きた。制度 は次 のよ

(56)VglNicklisch,H.(1929b):StudentenpraxisvermitteltdurchdieHochschule,in.ZfHH.1929.

S.69左.

(57)vglNicklisch,H.1929b.s.69左 一s.69右.

(58)vgl.Nicklisch,H.1929b.s.69右.
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うに構成 されてい る。 すなわ ち,訓 練 は2年 間に及 ぶが,そ の内,最 初 は研究 の前 に,他

は研 究後 に置かれてい る。 両方 のために,企 業 と特 別な訓練過程 が協定 され る。最初 に,

と にか く,業 界(lndustriestelle)が 問題 にな る。訓練 を受 け る者(Auszubildende)は,明 ら

か に,最 初の年 に,見 習 い手 当(Lehrlingsvergutung)の 額 で保証(Vergutung)を 受 け取 る。

仲介 は,ベ ル リンC,証 券取 引所会館 にある,商 科大学 の大学理事会(Kuratorium)で の仲

介機 関 により行 われ る。 第二 の実務年度 の期 間では,単 科大 学に,既 に取得 した大学卒業

証 明書 は預 けられ る(59)。

この ような制度 の意 義 については,更 な る言葉 は ほとん ど不要 であ る。経済 の研究 のた

めの主 な思考 の材料(Denkmaterial)は 実 務上 での活動 か らのみ獲得 され る。 この方法以外

には,だ れ も経 済を効率 良 く研 究で きない し,だ れ も経済 での活動 のための訓練 を受 け ら

れない。 この方法 が非常 に重要であれば,整 備 され,保 全 され,し か もまた,利 用 され る

べ きであ る。単 科大 学の1つ は この方法 を始 めた。 だが,無 駄 にな らない ようにすべきで

あ る(60)。

IV.ニ ック リッシュによる経営経済学 の研究対象

ニックリッシュの論文 「経営プロセスと経済での価値の循環」は,ベ ル リン商科大学で

の彼の講義 「経営経済学」のテーマを的確に説明している。つまり,企 業内での価値の循

環 と,企 業と家計の間での価値の循環である。以下では,ほ ぼ全訳 しながら,検 討する。

「経営 プロセス」(BetriebsprozeB)と い う表現 は,短 期間に,経 営経済の文献 に導入 され

た(eingehen)。 しか し,そ の本質(Wesen)は ま だ完全 には洞察 されていない。従 って,ま た,

最 近 の出版 物(Ver6ffentlichung)で も,こ の プロセ スの意味で は誤 った(vorbeigleiten),解

説(Ausfuhrung)が 見 られ る。 このた め,こ こで は短 い文 章 で,も う一 度,そ の本 質

(Wesentlich)を 指摘 しよ うと試 み られ るべきであ る(61)。

「経営 プロセ ス」という[概 念 としての]用 語(Begriffswort)は,過 程(Vorgang)を 動 か

す(bewegen)ヒ ト(Masse)と,過 程を もた らす(hervorrufen)諸 力 によ り,統 一体 にな るとい

う,目 的を実現 す るため に,経 営で行 われ る,す べての過程 を包括 してい る。 すべての こ

(59)vglNicklisch,H.1929b.s.69右 一s.70右.

(60)vgl.Nicklisch,H.1929b.s.70右.

(61)VglNicklisch,H(1927b):DerBetriebsprozessunddieWertumlaufeinderWirtschaft,

in.ZfHH.1927。S.121左.
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の ような個 々の過 程は肢体 の プロセス(GleidprozeB)で あ る。 これ により,全 体 の順序 は明

らか にな る(auftauchen)。 重 要な もの は,調 達 プロセス,(狭 義での)生 産 プ ロセス<【 筆者

補 足】つ まり,製 造 プロセス 〉,販 売 と成 果分配 の プロセスであ る。経 営 プロセスの この

ような肢体 の プロセスを より正確 に調 べれば,こ れ ら肢体 の プロセスがすべて同一 の等級

(Grade)の 肢 体 ではない ことが明 らかにな る。最 狭義,つ ま り,「 狭 い」意味 での生産 プ ロ

セ スにつ いて,経 済上 の価値(wirtschaftlicherWert),す な わ ち,実 物価値(Sachwert)と

給 付価値(Leistungswert)が,経 営給付 に投入 される(eingehen)こ と に,こ のよ うな生産 プ

ロセスの本質 が存在 す ることをわれわれは知 る。 しか し,ま た,販 売 プロセスでは,最 終

製 品 に組み込 まれ るもの と全 く同 じ様 式(keineanderenWeg)で あ る,給 付価値 が必 要であ

ることをわれわれは知 る。 これは,ま た,こ の ような販売 プロセス も生産 プロセスであ る

こと,そ して,既 に述べた,「 狭 い」意 味 と同様 の意 味で,生 産 プロセスであ ることを意 味

す る。 同 じことは調達 プロセスについて も妥 当す る。 両 プロセス<【 筆者補足 】販売 プ ロ

セス と調達 プロセス 〉では,そ の本質 がまた計算 で現 われ る。 すなわ ち,両 者 の肢体 のプ

ロセスの給 付価 値が,最 終製品の総必要経費価値(Gesamtaufwandwert)の 構 成部 分 とみな

され,取 り扱われ る限 りであ る。狭義,つ ま り,「狭 い」意 味での生産 プロセスの本質 との

この ような一致 は,全 く(vollauf),3つ の プロセスが,広 義,つ ま り,「 広 い」意 味での生

産 プロセス として統合 され ることを可能 にす る。 また,こ れに より,経 営 プロセスでの肢

体性 の同一 の等級 が獲得 され るが,成 果分配 プ ロセスの等級 は特殊(eigen)で あ る。すなわ

ち,こ の最 後の 〈 【筆者補足 】成 果分配 プロセスの 〉考察 では,そ こで費消 され る,給 付

価 値 は,共 通 し た 必 要 経 費,つ ま り,[経 営 プ ロ セ ス の た め の]必 要 経 費

(BetriebsprozeBaufwand)の 一 部分で あるが,し か し,3つ の最初 に言及 した プロセスの完

全 に正確 な意 味での,[生 産 のための]必 要経費(Produktionsaufwand)で は ない ことが指

摘 され る。その他,特 に重要であ るが,こ の ような成果分配 プロセ スは,「 広 い」意 味での

生 産 プ ロ セ ス の 帰 結(Ergebnis)で あ る,金 額(Gr6Be),す な わ ち,経 営 給 付 の 対 価

(Gegenwert),つ ま り,成 果(Ertrag)を 受 け取 り,こ れ を配分す る(aufl6sen)。 このため,

分 配 プロセスが,「 広 い」意味での生産 プロセスと同等で あることが証明 され る(62)。

経 営 プロセスの この ような肢体 の意義 は,こ の ような経 営 プロセスに より,経 済 での2

つ の価 値の循環(Wertumlauf),つ ま り,内 部 と外部の循環を惹き起 した り,進 行 させた り

す ること(inGangbringen)で,示 唆 され る。内部 の循環 は,生 産 プロセスによ り,経 営給

(62)Vgl.Nicklisch,H.1927b.S.121左 一S.121右.;Sch6npflug,F.:DasMethodenprobleminder

Einzelwirtschaftslehre,Stuttgart1933.S.177-178.;参 照 。 古 林 喜 楽 監 修 ・大 橋 昭 一 ・奥 田 幸 助 訳

『経 営 経 済 学 』 有 斐 閣1970年159頁
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付が形成 され る,企 業内 に,価 値 が取 り込 まれ,そ の後,こ の価値が,「 広 い」意味の生産

プロセスの他 の肢体 により,再 び企業 か ら放 出 され ることに本質 はあ る。 この ような流入

の運動(Hin-Bewegung)は,こ れ に対応 した,流 出の運動(Her-Bewegung),す な わ ち,対

価 の運動 な しには,考 え られな い。 そ して,両 者 の運動 は,そ の相互 の関係(Beziehung)

で は,範 囲(Rahmen)と 中 心(Mitte),全 体(Ganze),つ ま り,こ れ らが そ の 結 合

(Verbundenheit)に お いて形成す る,活 動の循環(Lebensumlauf)な しには,ま た,対 価 の

運動 が,価 値の調達の時点で,全 体 の金庫(Kasse)〈 【筆者補足】支 払手段 〉に到達 してお

らない,正 にまだ全 く投入 で きない ことに より生 ず る,循 環 での間隙がふ さがれ ることな

しには,考 え られない㈹。

第二 の価 値の循環,つ ま り,外 部 での循環は,経 営給付の対価,つ ま り,成 果,そ して,

この成果 の分 け前(Anteil)に よ り,実 施 され る。 ここか ら,明 らかに,価 値の循環 が,成

果分配 プ ロセス によ り,初 めて,可 能 にな る ことが生 ず る。 成果 分配 によ り,購 買 力

(Kaufkraft)は 生 ず る。この購買力 は経営の製品 に対す る販売可能性を意味す る。〈 【ニ ッ

ク リッシュの補足】賃金 と俸給 は成果 の分 け前(Ertragsanteil)で あ る。 〉 購買力 は,人

間 に,欲 求充足 によ り,給 付(Leistung)を 産 み出 し,経 営の プロセ スにおいて給付価値 を

与 え ることを可能 にす る。従 って,二 重に区別 され るべ きであ る。 すなわ ち,給 付 の価値

(Leistungswert)〈 【筆者補足】つ まり,労 働力 〉が欲求者(Bedurfenden)か ら経営 に向い

一 財の価 値(Guterwert)〈 【筆者補足】つ ま り
,商 品 〉は経営か ら欲求者 に向か う。そ して,

購 買 力 〈 【筆 者 補 足 】 つ ま り,所 得 〉が 経 営 の成 果 か ら給 付 者(Leistenden)(欲 求 者

(Bedurfenden))に 流 れ 支払価値(Zahlungswert)〈 【筆者 補足】つ ま り,代 金 〉は,購

入 された価 値 〈 【筆者補足 】つま り,商 品 〉と引 き替 えに,経 営に流 れ る。 また,こ こで

も,流 入 と流 出の運 動,価 値 と対価 の運動が,経 営 の活動 を可能 に し,循 環 とい う結合

(VerbundenheitzueinemUmlauf)で,全 体経済 の纏 ま りのあ る活動(geschlossenes

Leben)を 形 成す る。 この ような循環が,経 済的 に実施 され るとき,つ まり,経 営 の充分 な

作用(Auswirkung)を もた らす ときには,成 果分配 は経済的 に行われ る。全 く対価 において

は っきりと充分 に(lautgenug)高 め られない,請 求(Forderung)と,そ の意味(Sinn)は,私

の経営学(Betriebslehre)と,私 の本 『組織論』 で,詳 細 に示め されて いる。 これ らは,生

産 経 済体(Produktionswirtschaft)の 政 策 と,世 界 の経 済状 況 につ いて の世 界 経済 会議

(Weltwirtschaftskonferenz)で 行 われた,解 説(Ausfuhrung)と 適 合 して いる(treffen)。 こ

(63)VglNicklisch,H.1927b.S.121右 一S.122左.;Sch6npflug,F.1933.S.178.;参 照 。 古 林 喜 楽 監

修 ・大 橋 昭 一 ・奥 田 幸 助 訳1970.159-160頁

464(862)



ワイマール共和国でのニ ックリッシュによる経営経済学の教育についての一・考察(牧 浦)

の ような請 求の必 要性 は,最 も広い意味(allerweitesterSinn)で,ま た,成 果分配 プロセス

が生産 プロセス とみな され るべ きことを証 明 してい る㈹。

説 明 された関係(Zusammenhang)は,経 営 を経済活動 の細胞(Zell)と して示あ し,そ の活

動 を言 葉の最 も正確 な意 味で細胞の活動 と して あ らわす。 また,家 計(Haushaltung)と 公

的な管理(6ffentlicheVerwaltung)さ え 経営 とみなす,私 の広 い見解 は,こ れ 〈 【筆者補足】

説 明 された関係 〉により正 当化 され る。 このため,こ の ような公 的な管理 が,最 近,文 献

で広 い論点(Front)で 導 入 されて いること(Eingang)が 見 付 け られる ことは,歓 迎 すべ きで

あ る。最 後 に,討 議 した関係 は,全 体経済が有機的な全体(organischeGanze)と してのみ

充分 に理解 で きることを証 明 してい る(65)。

V.ニ ック リッシュによる経営経済学 の研究姿勢

ニ ック リッシュの論 文 「研 究の立場」 は,ニ ック リッシュが 「経 営経済 学」 を研究 す る

観点を的確 に説 明 してい る。 つま り,彼 の研 究姿勢 は 「個別 の事象 は全体 の解 明には偏 っ

た開始 点 にな る」た め,「 全体が個別の事象に優先す る立場(Standpunktvordereinzelnen

Einzelerscheinung)か ら解 明す る こと,そ して,こ の ような解明が,全 体 に対 して,唯 一,

適 切な立場 か ら行 われ るものであ る」 とい う観 点を採 る。以下 では,ほ ぼ全訳 しなが ら,

検 討 す る。

わ れ わ れ は,文 献 で は,経 営 経 済 上 の 関 係(Zusammenhang)を さ ま ざ まな 立 場

(Standpunkt)か ら解明 して(durchleuchtet)確 か め るとい うことを上手に行 ってい る。すな

わ ち,経 営 の中心(Betriebsmitte)と,こ れ とともに,全 体(Ganze)と,個 別 の経営 の事象

(Betrieberscheinung)か ら 〈 【筆 者 補 足 】 解 明 して 確 か め て い る 〉。 経 営 の 状 況

(Betriebsverhaltniss)を,計 算制度,貸 借対照表 や,成 果計算か ら詳 し く調べて,解 明 し

ようとす る者 は,個 別 の事象(Einzelerscheinung)か らこれを行 う。同一 の ことを労働の準

備(Arbeitsvorbereitung)や 販 売(Absatz)か ら始 め る者 も行 う。私有財産 か ら始 め る,人 々

によって さえ,同 一 の ことが主 張 され るに違 いない。 もちろん,こ こでは,こ のよ うな個

別の事 象がそれのみで(nurselbst)研 究 される ことを問題 にす るのではな くて,む しろ,こ

れ ら個 別の事象 が全体 の解 明(Erklarung)の 偏 った(einseitig)開 始 点 にな るこ とを問題 に

(64)Vgl.Nicklisch,H.1927b.S.122左.;Sch6npflug,F.1933.S.180-181u.S.213.;参 照 。 古 林 喜 楽

監 修 ・大 橋 昭 一 ・奥 田 幸 助 訳1970.160-162頁213頁

(65)Vgl.Nicklisch,H.1927b.S.122左.
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す る。 また,こ こでは,研 究 され る個別 の事 象が,後 に,獲 得 された知識 を用 いて,全 体

か ら確 かめ,解 明 され ること,す なわ ち,次 々に(einnachderandern),全 体 まで事 細か

に解 明 され ることを問題 にす るのではない。 む しろ,こ こでは,全 体 が個別 の事象 に優先

す る立場(StandpunktvordereinzelnenEinzelerscheinung)か ら解 明 しよ うとされ ること,

そ して,こ の ような解 明が,全 体 に対 して,唯 一(einzigundallein),適 切(angebracht)で

あ る,立 場か ら行 われる もの と して,提 案 される とい う,観 点(Beobachtung)か ら始 め ら

れ る(66)(67)。

この ような手続 き(Verfahren)は 二 重 の危 険(Gefahr)を それ 自体 に含んで いる。すなわち,

一 方 で
,こ の危険 によ り,個 別 の事象 か ら,全 体が有機的な結合(Verbindung)を 形 成 す る,

関係(Zusammenhang)を 見 付 けることを困難 にす る。しか も,こ の後で,様 々な研 究者 が,

決定 的な もの とみなす様 々な立場 か ら確 かめ る,像(Bild)に お いて,違 い(Unterschiede)が

生 ず るが,こ の ような違 いは,た とえ,立 場 の差異(Verschiedenheit)か ら解 明 され る,ズ

レ(Verschiebung)の み が問題 にな ることが明 らかであ るとして も,本 質 的な もの として受

け取 られ,こ のため,科 学上 での論争 を もた らす(68)。

個 別 の研 究(Einzelforschung)自 体 が,そ うでな けれ ば,全 体 とその 中心 に対す る関連

(Beziehung)が 見 付 け られないため,探 求 されるべ き個 々の個別 の事象 に向け られた

,観 察 でのさまざまな立場 を求 める。そ して,帰 結(Ergebnis)が 完 全(vollstandig)で あ る

べ きであ るな らば,個 別の事 象を,個 別 の研究 でのすべての帰結 に配慮 しなが ら,ま た更

に,全 体 の中心 か ら吟味す ることが必要 にな る。 この ような場合 には2つ の危 険が予防 さ

れ る。 すなわ ち,全 体 に対 する個体(Einzelheit)の 肢 体性の関係(Verh且ltnis)と,全 体 での

その意義 が見 付 けられ,無 益 な絶え間のない論争(Streiterei)は 生 じない。 また,こ の場合

には,全 体 の解 明のため に,あ れや これやの個 別の事 象を優 先す る,唯 一,正 しい立場 と

い う基調(Unterton)は 不 可能で ある(69)。

(66)Vgl.Nicklisch,H.(1927):StandpunktderForschung,in.ZfHH.1927.S.97左.

(67)ニ ッ ク リ ッ シ ュ は,著 書 『組 織 論 」 に お い て,既 に,「 人 間 に よ る 出来 事(Geschehen)を,自

然 で の 出 来 事 と同 様 に,リ ズ ミカ ル な もの と して,わ れ わ れ は知 覚 して(wahrnehmen),こ の よ

うに 出来 事 を理 解 して い る。 こ の よ うな 出来 事 の 個 々の 部 分 は,全 体 の 出来 事 で の部 分 と して理

解 され,全 体 と,全 体 に よ り個 々の 他 の 部 分 と,再 び そ れ 自体 に 関 係 付 け られ る。 個 々 の部 分 的

な 出 来事 は,全 体 の 出 来 事 と同 様 に,こ の 関 係 付 け に よ り徹 底 的 に(restlos)解 明 さ れ,わ れ わ れ

に は予 め 意 識 さ れ て い る(vorbewuBt),総 体(All)で の 出 来 事 と の形 式 に 従 っ た 調 和(f6rmliche

Obereinstimmung)に よ り,わ れ われ の納 得 は与 え られ る。 合 目 的 な行 為 者 に と り,自 然 に お い

て彼 が 形 成 し た,[目 的 が定 め られ た]基 礎 に よ る実 際 の経 緯 との,最 終 目的 まで の 自 らの計 画

上 で の 目的 の連 鎖 の リズ ミカ ル な調 和 は,大 き な納 得 の源 泉 で あ る」(NicklischH.(1922):DerWeg

aufwarts!Organisation,VersucheinerGrundlegung,2.Aufl.,Stuttgart1922.S.48-49.:参 照。

鈴 木 辰 治 訳 『組 織 向上 へ の道 」 未 来 社1975年79-80頁)と 述 べ て い る。

(68)vglNicklisch,H.1927.s.97左 一s97右.

(69)vgl.Nicklisch,H.1927.s.97右.
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最 近の文献 で違 い(Unterschiede)を 追 求す ることは非常 に魅力的で あるが,こ のよ うな

違 いは,注 意深い考察者に,簡 略(Verkurzung)と 隠蔽(Verdeckung)か ら,解 明 させ,偏 っ

た立場 を惹 き起 こして きた。 このたあ,技 術 につ いてのわれわれの友人(Freunde)は,わ れ

われ に,労 働 の準備(Arbeitvorbereitung)に つ いての討議(Er6rterung)に よ り,1つ の例

を提 供す る。 ま た,わ れわ れの友 人 の多 くは,全 く,喜 ん で,労 働 の準備 の構 成部分

(Bestandteil)と して企業 の設立(Grundung)を 問題 にす る(ansehen)。 設 立 において,ま た,

労 働 の実施(Durchfuhrung)と,帰 結 の確保 が保証 され るべ き ことを,考 慮(亡berlegung)

が 指 摘 す るように,こ の ような考察の帰結 はかな りの曲解(Schiefheit)で あ るに違 いない

(70)(71)
。

また,動 的貸借対照表論(dynamischeBilanzlehre)で は,こ れ に属す る,例 が指摘 され

る。動 的貸借対照表論 は,貸 借対照表 のあ らゆる本質的 な意義 を,「 成果」(Erfolg)と い う

勘定 科 目に置 き,こ の 〈 【筆者補足 】成 果の 〉規模 での立場 か ら,と りあえず,逆 計算勘

定 科 目と事後計算勘定科 目(Ruck-undNachverrechnungspost)を 調 べ る(sehen)。 前 者<

【筆者補足】つ ま り,逆 計算法 は,一 定期間の完成品の数量に,製 品1単 位 当た りの消費量

を掛 けて,期 間標準 消費量 を計算 する方法 〉 は,広 く,後 者の後 ろ盾にな ってお り,前 者

により,そ の他の貸借対照表の内容は,中 半,あ るいは,完 全 に隠蔽 され る〈 【筆者補足】

つ まり,事 後計算法 は,一 定 期間の実 際原価,あ るいは,歴 史的原価 を集計 す る方法 であ

るが,完 全 に行 われ るのではな くて,一 部 では,逆 計算法 に よる数値 が代用 され る〉。 こ

の ように して生ず る,経 営 の像 が どのよ うにね じ曲げ られて いるのか を,他 のすべて

を無 視すれ ば 貸借対照表 の勘定科 目の考 察は,明 らか にす る。 〈 【筆者補足】勘定 科

目の 〉 多数 には,本 質 上 で は,価 値 の循 環 を実行 し,そ の価 値 の循 環 に は取 引主体

(Umsatztrager)が 含 まれてお り,〈 【筆者補足】勘定科 目の 〉種類 は,経 営経済上 の生産

プロセス,設 備資産,諸 力 と総資産 の構成(Aufbau)を 規 定 し,こ のた め,勘 定 科 目の何 か

他 の グルー プや グルー プの個 々の勘定科 目よりも,<【 筆者補足 】成 果 とい う勘定科 目で

は,〉 経 営 の本質 と特 徴(Eingenart)の よ り多 くが放棄 されて い る(enthalten)。 ワル プ

(Walb,E.)(成 果 計算)で は,有 高が,逆 計算 になおまだ作用す るときには,逆 計算 の後での

全 く僅 かな欄 外で(miteinemganzschmalenR加dchen)あ らわれ る程,広 範囲 に動 的貸借

(70)vgl.Nicklisch,H.1927.s.97右 一s.98左.

(71)こ の点,「 故 人 の カ ン トは 常 に 正 しい 。人 間 は,手 段 で あ るべ きで は な い し,い ず れ の共 同体

の 中 で も,社 会 的 な 有 機 的 組 織 で も,国 家(Staat)で も,手 段 で は な い こ とが 自由 の 状 態(Freisein)

で あ る」(Nicklisch,H.1922b.s.45.;参 照 。 鈴 木 辰 治 訳1975.74頁;参 照 。 拙 稿2010156頁)と 主

張 す る ニ ッ ク リ ッ シ ュか ら見 れ ば,企 業 を設 立 して,新 しい 技 術 を 活 用 す るた め に,装 置 を導 入

した り,ヒ トを準 備 す れ ば,労 働 が 実 施 され,帰 結 が 確 保 され る と速 断 す る こ とは,人 間 を手 段

とみ なす こ とに他 な らな い。
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対 照表の解釈 の展開が行 われた(72)(73)。

また,プ リンツォル ン(Prinzhorn,K.)流 の意 味での,資 本 関係,信 用状 況の描写 に対 す

る貸借対 照表の意義 は,動 態論者 では,広 範囲に隠 されてい る(74)(75)。

経営の考察では,個 別の研究の立場 とともに,ま た,経 営の中心の立場が認められる(zu

Geltungbringen)な ら ば,簡 略(Verkurzung)と 隠 蔽(Verdeckung)は な くな る 。 ま た,成 果

計算 の大 きな意義 の膨 張(Aufblahung)は,成 果 につ いての問題が,そ の 自然な(作 為的でな

い)ウ エー トを些 か も失 うことがなければ,消 滅す る(76)。<【 筆者 補足】つ ま り,原 因が明

らかなものを計算 し,そ の後,不 明なものを事後計算で確定 されると,事 前計算の不 自然

な膨 張はな くな る〉。

動 的貸借 対照論 はそ こまでであ る。静的貸借対照表観(statischeBilanzauffassung)が 存

在するならば,こ れらも同様 に偏 っているため,こ れらに対 しても同様な考えが妥当する

だ ろ う(77)。

経営経 済学者 が この よ うな偏 り(Einseitigkeit)に 反 対す る強 い思 い(Gefuhl)を 展 開 す る

ことは必要である。彼らは,経 営活動のためにある種の個別の事象を採用するという危険

に陥らないこと,そ して,経 営における労働問題(労働プロセス)に今まで以上に大きな注

(72)Vgl.Nicklisch,H.1927.S.98左.

(73)ニ ック リ ッシ ュ に よ れ ば,動 的 貸 借 対 照 表 論(dynamischeBilanzlehre)は,貸 借 対 照 表 の背 後

に,経 営 を 押 し込 め て,貸 借 対 照 表 を 利 益 計 算(Gewinnberechnung)の 手 段 と み な し て い る

(VglNicklisch,H.(1921b):Dynamik,in.ZfHH1921.S.241右u.S.242左.)。 しか し,総 て の行

わ れ た労 働 の経 済性(Wirtschaftlichkeit)は,シ ュマ レー ンバ ッハ の よ う に,利 益(Gewinn)

で は 表 わ せ な い。 経 済 性 は経 済 上 の法 則(6konomischesGesetze)の 有 効性 を 暗示 す る が,利 益 は

全 く これ を 暗示 で き な い(vglNicklisch,H.1921b.s.242右.)。 しか も,シ ュマ レー ンバ ッハ は,常

に,経 営 活 動 の 基 盤(Boden)よ り も,貸 借 対 照 表 の 基 盤 に頼 って い る(Vgl.Nicklisch,H.1921b。

S.243右.)。 彼 の,動 的 貸 借 対 照 表 の シ ェ ー マ で は,総 て の借 方 が 「前 給 付」(Vorleistung),総

て の貸 方 が 「後 給 付 」(Nachleistung)と み な さ れ て い る(VgLNicklisch,H.1921b.S.244左.)。 彼

は,支 出(Ausgabe)と 収 入(Einnahme),必 要 経 費(Aufwand)と 給 付(Leistung)に つ いて は語 った

が,支 出 が 対 価(Gegenwert)と,同 様 に,収 入 が 対価 と対応 して い る こ とを無 視 した(VglNicklisch,

H.1921b.S.244右.)。 因 み に,ニ ック リ ッシ ュ に よれ ば,「 経 営 は,全 体 で,価 値 の運 動 の 流 出 と

流 入(HinundHerderWertbewegungen)で,均 衡 が保 持 さ れ る こ とに よ り,初 め て可 能 に な る

し」(Nicklisch,H.1921b.S.246左.),「 経 済上 の法 則 は,正 に,余 剰 の法 則(OberschuBgesetz)で

は な くて,む しろ,均 衡 の法 則(GesetzdesGleichgewichts)で あ る」(Nicklisch,H.1921b.S.246

左.;Vgl.Sch6npflug,F.1933.S.213.;参 照 。 古 林 喜 楽 監 修 ・大 橋 昭一・・奥 田幸 助 訳1970.189頁)。

(74)vglNicklisch,H.1927.s.98左.

(75)プ リ ンツ ォル ン(Prinzhorn,K.)は,財 務 管 理 の た め に,資 産 構 成 と資 本 構 成 を検 討 した。著

書 と して,『 財 務 管 理 」(OberdiefinanzielleFuhrung:kaufmannischerGeschafteundUnter-

nehmungen,Berlin1902。)が あ る。 この点,た とえ ば,動 的貸 借 対 照 表論 は,減 価 償 却 費 の よ う

に,期 間 に配 分 され るべ き費 用 が まず 直 接 決 定 され,そ の 後,未 配 分 の金 額 が 自動 的 に決 定 さ れ

る と主 張 す るが,現 金 の不 足 や棚 卸 資 産 の 減 耗 損 は,ま ず期 末 の 有 高 が 直 接 決 定 さ れ,そ の後,

もは や存 在 しな い部 分 と して 間 接 的 に把 握 さ れ る費 用 で あ り,貸 倒 損 失 は期末 の実 地調 査 に よ り,

同様 に,期 末 の有 高 が直 接 決 定 さ れ,そ の 後,も は や 存 在 しな い もの と して,間 接 的 に把 握 さ れ

る費 用 で あ る。 こ の た め,静 態 論 は,資 産,負 債 の 期 末 の 有 高 を 実 際 に 調 査 す れ ば,原 因 に係 わ

らず,期 間 中 に 喪 失 した も の が 間 接 的 に 把 握 で き る と主 張 す る(vglNicklisch,H.1932.

S.467-473.)o

(76)vglNicklisch,H.1927.s.98左.

(77)Vgl.Nicklisch,H.1927.S.98左.
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意 を払 うこ とによ り,こ れ 〈 【筆者補 足】偏 り(Einseitigkeit)に 反 対 す る強 い思 い 〉を証

明す る。 このため,計 算 制度 で も,有 意義 な労働で も,こ れ以上 には少 しで もその意義 を

獲得 しない。 しか し,全 体 の活動 には,そ れが有 す る,意 義 が割 り当て られ る。 この場合

には,わ れわれの認 識の展開で は,よ り少 な い誤 りとよ り少 ない動揺(Schwankung)が 可

能 にな る(78)Q

そ の 際,明 らか に,著 者 と読者が立場の偏 りを認識 し,心 に留 めることで充分で ある(79)。

VI.ニ ック リッシュによる経営経済学 の研究方法

ニ ック リッシュの論文 「経 営経済 的研 究の方法」 は,ニ ック リッシュが 「経 営経済学」

の研 究 に用 いた方法 を的確 に説 明 してい る。 つま り,彼 が用 いた研究方法 は,演 繹法 を主

とした 「因果関係」(原 因に よる関係)(ursachlicheZusammenhang)と,「 直観」(lntuition)

で あ る。以下 では,ほ ぼ全訳 しなが ら,検 討 す る。

1929年 の 年 始 の この 〈 【筆 者 補足 】 雑誌(ZeitschriftfurHandelswissenschaftund

Handelspraxis)の 〉最初 の巻 は経営経済学 の本質 的な基本 問題 に捧 げ られるべきであ る。

最初 の貢献 は,最 近20年 間 であ ちらこちらで繰 り返 して取 りあげ られたが,し か しまだ,

基 本 的 には解 明 されていないが,現 在,「 経営経済学総論」の若干 の声明 として示あ された

処理(angekundigteBearbeitung)の た めの準備作業(Vorarbeit)に よ り促進 され,再 び 目立

つて きた,問 題 を取 り扱 う。 この分 野では,短 い論文(Aufsatz)が 見 付か るか も しれな い。

この短 い論文 は,共 通 の もの(Allgemeinen)か ら始 めて,経 営経済学 内で,一 方で 「帰納法」

(lnduktion)と 「演繹法」(Deduktion),そ して,他 方 で「直観」(lntuition)と 「教育」(Erziehung)

に どの ような意義が与 え られ,直 観 が支配 的な手続 きで あるとい う帰結(Ergebnis)に 到 達

す る。 終 わ りに,簡 単 に概念 の組 み合 わ せ,す な わ ち,経 験 論(Empirismus)と 唯 理論

(Rationalismus),価 値 自 由(Wertfreiheit)と 価 値 帰 属(Wertbezogenheit),独 断 論

(Dogmatismus)と 懐 疑論(Skeptizismus),そ して,経 営経済学 に対す る これ らの意義 につ

いて言及 す る(80)。

(78)vglNicklisch,H.1927.s.98左.

(79)vgl.Nicklisch,H.1927.s.98左.

(80)VglNicklisch,H.(1929):DieMethodenderbetriebswirtschaftlichenForschung,in.ZfHH.

1929.S.1.
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経 営 経 済 学 の方 法論 上 で の研 究 で は,対 象 で 活力 に溢 れ た(lebendig),因 果 関係

(ursachlicheZusammenhang)を,で き る限 り大 きな確実性 で,認 識 され るよ うにす ると

きにのみ,方 法は適切 と認 め られ うることか ら,始 め るべ きで ある(81)。この ような因果関

係 は,経 営経 済 学 で は,す べ て 同一 種類 で あ るの か,方 法 で考 慮 され るべ き,相 違

(Verschiedenheit)を 示 唆す るのか。 この ような問題 は,対 象 としての経 済 について予あ調

整 された解説(ausgeschickteAusfuhrung)に よ り,簡 単 に答え られ る。 因果関係 は二 種類

であ る。 すなわち,一 方 で,人 間の環境(Umwelt),つ ま り,人 間の外 での世界(Welt)で 示

め され るもので あ り,他 方で,人 間 の意識(BewuBtsein)を 通 り抜 け るものであ る。前者 の

因果関係 では,所 与 の基礎(Grund)か ら結果(Wirkung)は 生 ず るが,こ の結 果はわれわれに

とり無意識 であ る基礎 において予め規定 され,こ の ため,結 果に とって基礎 は充分 であ る。

他 の因果関係 もこの ような関連 を前提 としてい る。 しか し,こ の因果関係 では,基 礎 は,

与 え られ るので はな くて,む しろ,人 間 によ り初 めて形成 され,具 体的 にな るべ き もの

(So-und-so-wirken-sollen)に よ り支配 され るが,こ のよ うな具体 的にな るべき ものは動機

により因果関係 に含 め られてお り,動 機 は人 間を この ような行動 に説得 して行 わ させ る。

この ような種類の因果関係 では,生 ず るべ き結 果 と,生 じた結 果が一致 しない ことがあ り

うる。 そこか ら,違 い(Unterschied)が どのような規模 であるのかを手掛 か りに して,現 象

(Ereignis)が,ど の ような関連,つ ま り,自 然 の関連 か,精 神 的な関連 に,実 際 に従 うの

かが初あて示あ され る。前者 の 自然 の関連 が優勢 になる ことが脅 かされるな らば,人 間 は,

[目的 が定 め られ た]基 礎 を改造 した り,他 の[目 的が定め られた]基 礎 で補完 した りす る

ことにより,予 防 しようと試 み るが,こ の ような試 みの結 果は最初 の ものか ら生 ず る結果

を修正 し,こ のため,最 終の帰結 は設定 された意欲 に一致 す る。 自然 との人 間の このよ う

な争 い(Kampf)は,短 期 に,か つ,簡 単 にか,し か しまた,非 常 に長期 に,か つ,困 難 で

あ ることもある。常 に,人 間は展開を 中心(Zentrum)か ら閉 じ込め,そ の結果,こ の展 開

により影響 され る,因 果関係 の全体 の流 れ(ganzeFolge)は,活 発 な統一体 にまで集約 され

る。 展開す る,中 心 は,総 て の場合 において,人 間の意識(BewuBtsein)で あ る。具体 的 に

な る べ き も の(So-und-so-wirken-sollen)が 個 々 の 人 間 に お い て 対 立 し て い る

(gegens且tzlich)な らば,こ のよ うな現 象は複雑 にな る。 この場合,更 に,ど のよ うな人 間

が 目的設定 を成 し遂 げ られ るのか とい う,重 要 な問題 が付 け加 わ る。 ここで もまた,争 い

(81)こ の点,ニ ック リ ッシ ュ は,著 書 『組 織 論 』 に お いて,既 に,「 『因 果 関 係 』 の 適 用 は全 く正

当 で あ る。 基礎(Grund)と 結 果(Wirkung)の 間 に は,原 因 に よ る関 係 以 外 の もの は全 く存 在 しな

い。 広 義 の意 味 で,原 因 に よ る 関係 の 中 で は す べ て の基 礎 とす べ て の結 果 は 因果 関係 を有 す る」

(Nicklisch,H.1922b.s.15-16.;参 照 。鈴 木 辰 治 訳1975.30頁;拙 稿2010.150頁 注27)と 述 べ て い

る。
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が,[目 的 が定め られた]基 礎 の継続 した構成(Gestaltung)か,補 完 によ り,個 々の[目 的

が 定 め られ た]基 礎 に と って 生 ず るべ き,結 果 と と もに,生 ず る。 そ こで,人 格

(Pers6nlichkeit)と 運 命(Schicksal)は 因 果関係 の長期 的な継続 にお いて この よ うに して形

成 され る。総 ての この ような統一体 はそれぞれに特殊 な展 開の リズムを有 す る(82)。

この ようにして,自 然 の原 因になる もの(Verursachung)と,精 神 的な原因 にな るもの と

が区別 され る。違 いの種類は,前 者 に合 った方法 が,他 の方法 に とり,完 全に不充分 であ

ることを認識 させ る。 経営経済学 に とり,研 究(Erforschung)と 叙 述(Darstellung)が そ の

内容を形成 す る,関 連(Zusammenhang)が,専 ら後者 の種類 〈 【筆者補 足】つ まり,精 神

的な原因 にな るもの 〉であ るため,こ の ような確認 は重要 であ る。前者 の 自然 の原 因にな

るもの(Verursachung)は,し か しまた,問 題 にな るが,だ が,管 理 され うる(bewirtschaften),

新 しい可能性 を意識 させ る(Aufdeckung)た め にのみである。この ような試 みが行われれば,

個 々の具体 的なケースでは,そ の時までに 自然 の関連(Zusammenhang)が 既 に繰 り返 して

精神 的な関連 に含 め られて いる(einbeziehen)。 自然科学者 が指摘 してきた,自 然 の支配 の

可能性 の推論 さえ,経 済の領域 に とっては,常 に明 らかに精神上 で惹 き起 こされ る(83)。

経 営経済 の内容 が この よ うな様相 であ るとき,そ の課 題で,帰 納 的(induktiv),あ るい

は,演 繹的(deduktiv)に 処 理 されるのか,処 理 され るべ きか とい う問い は,そ もそ も,重

要であ るのか。答えは簡単 には与え られない。答え はこの ような方法の簡潔な注釈(knappe

Erlauterung)に よ り,初 めて準備 され るべ きである(84)。

帰納法(lnduktion)は,基 礎か ら結果 に向か って の因果関係 に従 う。それは,基 礎 が分離

され(isolieren),観 察(Beobachung)の た めに分離 され る(実験),と りわ け,こ の ような試

みが任意 にしば しば繰 り返 され るときに,最 大 の威力 を獲得 す る。 その際 合成 された基

礎 が問題 になれば,な るほ ど(freilich),個 々 の[基 礎 を構成す る]肢 体(Grundglieder)が

結 果 に関与 してい るのかが調 べ られ るときに,結 果 との関連 の完全 な必然性 が初 めて洞察

され るが,こ れは先行す る分析 がな ければ,で きない。 しか し,明 らかに,こ のよ うな研

究は,そ こでは結 果か ら始 あ られ るため,も はや明 白な帰納 的な特徴 を有 しない。 〈 【筆

者 補足 】だが 〉,も ちろん(allerdings),帰 納 的な方針 は維持 され る。というの は,そ の際,

主 要な調査 の補 足のみが問題 であ るか らであ る。 また,基 礎の分析(Grundanalyse)が,た

とえ,成 功(Erfolg)に 対 して非常 に僅かなチ ャンス(Aussicht)を 有 す る として も,実 験 以外

にも試 み られ うる。基礎 の分析 は,こ の場合,基 礎 か らこの ような類似性 を説 明す るとい

(82)vgl.Nicklisch,H.1929.s.1左 一s.2左.

(83)vglNicklisch,H.1929.s.2左.

(84)vgl.Nicklisch,H.1929.s.2左.
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う目的 により,同 様 な結果 が生 ずる,さ まざまな構成要素(Zusammensetzung)の 基礎 につ

いての観 察の体 系(System)に 過 ぎな い。帰納的な手続 きは,因 果関係 の同様 なケースを統

一 して確 か める(sehen)こ とを もた らす
。 これは,自 然 の法則 の認 識 が存在 す る,方 針

(Richtung)で あ る。 このよ うな方法 では,通 常,帰 納 的に獲得 した ものの補足 が必要 であ

る。 すなわ ち,帰 納 的 に獲得 した ものは拡 張 され るべ きであ る。 これは所与 の結果 か ら行

われ る。 すなわ ち,こ れ ら所与 の結 果は,ま た,同 様 なまだ研 究 されていないケースに関

連 させ られ る。 ここでは,帰 納法 の明 白な特徴 が,再 び,補 足 が問題 にな ることによ って

のみ,提 供 され る。帰納法 は,常 に,自 然 の関連 に関係 し,精 神 的な関連 には関係 しない。

しか し,人 間が最 も奥 の意識で,自 らの無知 か ら,原 因になる もの(Verursacht)を 認 識 す

る能力が与 え られな ければ,こ の ような帰納法 は人 間にはで きない といわな ければな らな

い(nichtverschwiegenwerden)。 結 果 の本質か ら始 め られ る ものと して のみ考察で きる,

この ような能力か ら,す べての帰納法 が推論 され ることの中には,帰 納法 の特徴 自体 に矛

盾 す る,何 かが再 び存在 す る(85)(86)。

演繹法(Deduktion)は,帰 納法 に対立す る,手 続 きに対す る,名 称 である。演繹法 は,所

与 の結 果か ら初 めて,結 果か ら,基 礎 とその素質(Beschaffenheit)に 至 る。そ して,演 繹法

は,法 則(Gesetz)か ら始 めて,法 則が法則的な もの(gesetzmaBig)と して証 明 され るのかを

確 かめ るため に,法 則 を個 別事例 に適用 す る。 しか し,結 果 と,結 果の中で基礎 に対 す る

関係(Beziehung)が 与 え られなければ,ま た,法 則が知 られていな ければ,法 則 によ り個別

事例 が認識 され るように,個 別事例 を整理 す ることがで きな ければ,い ずれの演繹法 も可

能 で はな い。 この ため,演 繹法 は,帰 結 がなければ,帰 納的な認識(Erkenntnis)を,不 可

能な もの と して証 明す る。 演繹的にのみ加工 され る,知 識 の領 域(Wissengebiet)が 存 在 す

れば,認 識 は最高 に疑 わ しい もの として残 されるに違 いない。今や,推 測(Vermutungen)

の み が可能であ り,こ の推測 は,最 も精神 のこ もった叙述(geistvollsteDarstellung)で さ

え認識 には転 換で きない。 というの は,帰 納的な起源(Herkunft)の 帰結<【 筆者補足 】つ

まり,結 果 〉か ら,他 の知識 の領域 は始 め られ るか らであ る(8η。

帰納法 と演繹法 の関係 は,こ のため,次 の ようにな る。 つま り,第 二 の演繹法 は,第 一

(85)vglNicklisch,H.1929.s.2左 一s.2右.

(86)ニ ッ ク リ ッ シ ュは,著 書 『組 織 論 」 にお いて,「 自然 で は,(基 礎 と結 果 で の)因 果 関係 の法 則

は,「 無 限 の多 くの具 象 的 な世 界」 を生 じさ せ る」(Nicklisch,H.1922b。s.48.;参 照 。 鈴 木 辰 治 訳

1975.78頁)と い う世 界観 を呈 示 して い る が,こ の よ うな世 界 観 の下 で は,帰 納 法 に よ り,人 間

が認 知 した,限 られ た基 礎 と結 果 で の因 果 関 係 の みが 考 察 され る こ と に な る。 この た め,こ の よ

うな状 況 で は,所 与 の 結 果 を 獲 得 す る こ と は不 確 実 で あ り,こ の よ うに して認 知 した 因果 関係 が

唯一 の もの で あ る保 証 は な い し,ま して や,最 善 の もの とは 断定 で き な い。

(87)vgl.Nicklisch,H.1929.s.2右.
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の 帰納法 で獲得 され る,認 識 の応用 であ る。 この ような演繹法 が,こ の ような認識 の保証

のため にのみ役立 つ,ケ ースでは,演 繹法 は,補 完 され るために,帰 納法 に組み込 まれ る。

また,演 繹法 は,対 象 に対 して精神的 な関連で はな くて,自 然の関連 を有す る。補完す る,

帰納法 は,調 査 の方法 であ り,演 繹法 は,調 査 の帰結 の応用 の1つ であ り,両 者 は 自然 の

関連 の領域(Gebiet)に 対 す るものであ る(88)。

こ の よ うな準備 によ り,帰 納法 や演繹 法 が経営経 済学 に と り重要 で あるのか(spielen

eineRolle),ま た,い ずれかが,有 効 に(mitErfolg)問 わ れる。 これ らが有意義 であ ること

は,経 済で,自 然の関連 が利用 され ることか ら生 ず る。 もちろん,こ の ような 自然 の関連

が経 済では精神 的な関連 の肢体 としてのみ生 ず ることは注 目され るべ きであ る。 この後者

の 〈 【筆者補足 】精神 的な関連 の 〉特徴 は,広 範に既 に詳 細に説 明 された,あ るべき もの

(Sollen),具 体 的になるべ き もの(So-und-so-wirken-sollen)で あ り,こ れ らは人間の意識 に

より,す べての,こ の ような基礎 に含め られて いる。基礎か ら,[目 的が定 め られた]結 果

(Zweckwirkung)は 予 期 され るが,こ の[目 的が定 め られた]結 果 は,基 礎 において,意 識

での観念(Vorstellung)に 従 って,準 備 され る。基礎 が[目 的が定 め られ た]基 礎 であ るこ

とは,精 神 的な関連 での整理(Einordnung)の 特 徴で ある。 ここか ら,帰 納法 が,経 営経 済

学 にとっては,除 外 され ることが明 らかにな る。 とい うのは,こ の ような帰納法 での 自然

の関連 による作業 が常 に[目 的が定 め られた]結 果(Zweckwirkung)か ら始 め られ,こ の[目

的が定あ られた]結 果か ら,こ の[目 的が定 め られた]結 果に とって必要 な基礎 に再 び至

た らしめ るか らであ る。<【 筆者補足 】 これは,基 礎 か ら結 果に至 るとい う帰納法 の特徴

に反 す る。反 面,〉 同時 に,演 繹法 が経 営経済 学に とって大 きな意義 があ ることは明 ら

かであ る。 既 に,わ れわれの研 究に より,演 繹 的な手続 きが,実 行 され る帰納法 によ る帰

結 がな ければ,可 能 ではない ことを明 らかに した。 このため,今 や,ど の ような科学 的な

領域 で,こ のよ うな帰結が適用で きる,帰 納法 が行 われて きたのかが問われ るべ きであ る。

答えは既 に与 え られたの と同様 であ る。 すなわ ち,自 然科 学の領域 であ る。 ここでは,経

済をす る人 間の 目的のたあ に,自 然 科学者 が認識 して きた,自 然 を支配 す る,可 能性 の総

てを誘導 す ること(Ableitung)が 問題 になる。 しか し,明 らか に,こ のよ うな誘導 は,演 繹

的 に行 われ,結 果 よ り逆 に基礎 に向か う。 また,[経 営 たあの]装 置(Betriebsapparat)を

形 成す る,[目 的が定 め られた]基 礎(Zweckgrund)の 領 域 をよ り良 く,よ り合理 的 に構 成

す るたあ に,[目 的が定あ られた]基 礎の領域の誤 り(Fehler)を 認 識す るた めの方法 は,常

に,演 繹 的であ る。 とい うのは,こ れ らの誤 りは,予 め設定 され る[目 的が定 め られた]

(88)vgl.Nicklisch,H.1929.s.2右.
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結 果 と,[目 的が定 め られ た]基 礎か ら生ず る結果 との違 いか ら,つ ま り,結 果 の予定 と現

実 の間での観 察 され る違 い に由来 す るか らであ る。今 や,こ れ ら結 果が適切 であ ると証 明

され るとき,自 らの 目的のたあに利用 す るために,経 済体 が,む しろ,経 済 科学の指導 の

下 で,自 ら,所 与 の基礎 か ら結 果を認識 す るための,試 みを設定 す るケースが存在 す る。

この ような手続 きは帰納 的であ る。 しか し,こ の ような手続 きは,演 繹 的な全体過程 での

肢体 として存在 し,そ の特 徴は これによ っては変 られない。また,自 然 科学者 が活動 す る,

経 済の実験 室 も,こ の ようにみな され るべ きであ る。私 が繰 り返 す もののすべては,経 済

科学者 の行為 と同様 に,経 済活動者(Wirtschafter)の 行 為 に も妥 当す る(89)(90)。

しか し,こ の ような解説 か らは,演 繹法 が精神 的な関連 の認識 のための手続 きであ るこ

とは推論 されえない。 また,軽 率 な読者 で も,私 〈 【筆者補足 】ニ ック リッシュ〉が期待

す るように,こ のよ うなごまか し(Trug)に 没 頭す る気持 ちにはなれな いだろ う。ここでは,

この ような方法 は設定 された 目的に より支配 されてお り,し か も,目 的設定 を超 えて,自

らは光 りを放 つ ことは全 くで きない。 これをで きる方法 は,ま だ示 唆 されていない。 これ

は直 観(instition)の 方 法で ある。直観 は,す べての人 間で,自 らの意識 での直接 的な経験,

自 ら の 特 殊 な 目 的 設 定 に よ る 自 ら の 経 験 に 由 来 す る 。 人 間 で は,自 己 観 察

(Selbstbeobachtung)と 自 己認識(Selbsterkenntnis)か ら,人 格 と運命 につ いての理解 は生

ず るし(erwachen),自 らの特殊性 の認識 か ら,他 の人 の特殊性,ま た,こ れ らがあ らわれ

る,行 動(Handlung)の 特 殊性 の認識が生ず る。 目的設定 の認識 が問題 になる所 では,こ の

ような手続 きのみが可能であ る。 む しろ,同 様 な状況 での多数 の第三者 の人格 の行動 を比

較 す ることがかな り充分 に可能 であ るとい う指摘 に より,こ の ような手続 きには異論 が唱

え られ る。 たぶん,こ れは可能であ る。 しか し,確 認 された違 いを明 らかにす ることが重

要であ るときには,正 に初 め に認識 を もた らしうるものは,総 てのケースで,目 的設定 の

源泉(Ursprung)に さかのぼ るべきであ る。 そ して,こ の 目的設定 は,探 求者(Forschende)

の 内部 の経験 か らのみ起 こる。このため,目 的設定の全体の序列の関連が,意 識 的な活動,

また,経 営活動 の リズムが この ような関連 をあ らわす ように,認 識 され るべ きときが,そ

(89)vglNicklisch,H.1929.s.3左.

(90)ニ ック リ ッシ ュ は,著 書 『組織 論 」 に お い て,「 動 機 付 け られ,目 的 を 求 め,目 的 に従 って行

動 す る,人 間 は,自 然 で の因 果 関係 の法 則 を破 る ので は な くて,む し ろ,そ の 領域 で,彼 が必 要

とす る,結 果 を生 じさ せ る」(Nicklisch,H.1922.s.48.;参 照。 鈴 木 辰 治 訳1975.79頁)と 主 張す

る。 この 点,た とえ ば,イ ノ ベ ー シ ョ ンで は,「 ア イ デ ア の商 品化 」 な ど とい わ れ る よ うに,排

ガ ス規 制 に適 合 した エ ン ジ ンを 開発 す る とい う 「自然 科 学 で の結 果 」 は,具 体 的 に な る べ き もの

(So-und-so-wirken-sollen)で あ る,経 済 上 で採 算 が採 れ る の か な ど とい う付 帯 条 件 が付 け られ た,

経 営 上 で の,[目 的 が定 め られ た]結 果 を達 成 す る意 識 と[経 営 た め の]装 置(Betriebsapparat)

か ら形 成 さ れ る,[目 的 が定 め られ た]基 礎 を改 善 す る こ とに よ り,こ の具 体 的 な基 礎 か ら生 ず

る結 果 と,具 体 的 にな るべ き も のの 結 果 との 違 いが 満 足 に解 消 す る まで,イ ノ ベ ー シ ョ ンは継 続

さ れ る。
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うであ る。精神的な因果関係 は,帰 納法 でのよ うに,一 般化(Generalisieren)に よ り,認 識

す ることはで きな い。個別 化(lndividualisieren)の み が,直 観 におけるの と同様 に,目 標

(Ziel)に到 達 できる(91)。

今 や,精 神 的な因果関係 の特殊性 が認識 され る,そ して,人 間の進歩 に とり,進 歩 が結

果を含 んでい るように,結 果を繰 り返 す ことが重要 であ るとい う,ケ ースが設定 され る。

これ 〈 【筆者補足】つ ま り,精 神 的な因果関係 〉は,む しろ,人 間の教育(Erziehung)の 方

法 によってのみ,演 繹的 に処理 されるため,自 然の因果関係 でのよ うに,[目 標 が定 め られ

た]基 礎 の増加 によっては,獲 得 されないだ ろう。 同時に,最 も適切 な,本 来,唯 一 の教

育手段 は,は るか には っきり見え るようにな る,精 神 的な関係 であ る。 この ような教育手

段 は,他 の手段 に対す る具体例 として作用す る。このため,直 観 と教育が,手 続 きとして,

演繹法 と帰納法 の ように,相 互に対立 す ることにな る。 帰納法 が,演 繹 的に認識 され るも

のを,適 用 す るように,教 育 は直観 的な認識 を適用 す る(92)。

分 離(lsolierung)の 手 段 は,精 神 的な因果 関係 では,厳 密 に捉えれば,全 く存在 しない。

た とえ,こ の ような精神 的な因果関係 において,上 辺 で観察 して,類 似 してい ると思 われ

る,現 象が存在 す るとして もであ る。私 〈 【筆者補足 】ニ ック リッシュ〉は,具 体例 とし

て作 用 す る た め に,設 定 され る(rufeninsLeben),[模 範 と して 用 い られ る]処 置

(Musteranstalt)を 考 え る。 しか し,こ れ らは,経 済 の領域 で も,あ る種の他の領域で も,

分 離 では全 くない。 む しろ,こ れ ら経済 の領域 では,目 的設定 のための特定 の動機 に集 中

す ることのみが問題 にな る。 また,そ うでな ければ,帰 納 的な手続 きに対す る分離 の立場

の ような ものではな くて,直 観 的な手続 きに対 す る立場 であ る。 われわれは知 ってい るよ

うに,後 者 の分離 は,帰 納法 の強化 とみな され るべ きであ るが,前 者 の帰納 的な手続 きで

は,直 観 的な認識 の適用 が問題 にな る。 む しろ,帰 納法 的な手続 きでの分離 と同様 に,直

観的な手続 きでは,[試 作 と して用い られ る]処 置(Versuchsanstalt),ま た,[試 作 として

の]経 済活動(Versuchswirtschaft)が 効 果をあげ る(93)。

直 観 のたあの分析 は,帰 納法 のための分析 とは異 な るものであ る。 これ らは,思 考上 で

のみ実 行 され,そ こか ら解釈 され る,欠 陥(Mangel)に 結 び付いてい る(94)。

帰 納法が 自然の法則 の認識 を もた らす よ うに,直 観 が発展 の法 則(Entwicklungsgesetz)

につ いての認識 を もた らすのか とい う問いは重要 であ る。 この問いは肯定 され うる。確証

(91)VgLNicklisch,H.1929.S.3左 一S.3右.;Sch6npflug,F.1933.S.225-226.;参 照 。 古 林 喜 楽 監 修 ・

大 橋 昭 一 ・奥 田 幸 助 訳1970.201頁

(92)vgl.Nicklisch,H.1929.s.3右.

(93)vglNicklisch,H.1929.s.3右 一s.4左.

(94)Vgl.Nicklisch,H.1929.S.4左.
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す る(Erhartung)た め に,1つ の例 を〈 【筆者補足 】あげ る〉。両者の推論(Ableitung)に

よ る目的設定 の法 則は次 の ような方法 で認識 され る。 ここで は,そ の定義(Formulierung)

が既 知 であ ることが前 提 にされ る。この定義 は,確 実 に,か つ,絶 え間のな く(unaufh6rlich),

指導 す る発展 の法則 であ る。 この発展 の法則 は,発 展 が混乱 させ られ るべ きでない とき,

す べてのあ るべ きものが向 けられ るべ き,こ の発展 の法 則を含 んでい るため,ま た,も し

短期志 向(Kurzsichtigkeit)が 惹 き起 こす(herbeifuhren)べ きで なけれ ば,混 乱 か ら抜 け出す

ことが重要であ るとき,定 義 は この発展 の法則 に繰 り返 して向 けられ るべ きであ るため,

定 義であ る。その中には,す べ ての特殊性 が,長 期的 に見れ ば,何 度 も再生 され る(abspielen)

べ き,領 域 の形 式での普遍 化(Verallgemeierung)が あ る。 また,問 題 に された,混 乱 に と

り,こ の ような領域 での法 則であ る。 とい うのは,法 則 は,法 則上 の関連 がそ こにあ るた

め,こ の ような法 則 としてのみ生 じ,同 一 の基礎 に より消滅 す るか らであ る。意地悪 な読

者 は,こ の点 で,〈 【筆者補足】 このよ うな法則上 の関連 の 〉表 明(AuBerung)を 伴 う,総

ての人 間の意識 は,こ の ような混乱 を意 味す ることを主 張 しようとす る。既 に証 明 したよ

うに,こ れ によっては 目的設定 の法則 に反 して,何 も成 し遂 げ られないだ ろう(95)。

この箇所 で は,直 観的な手続 きと同様 に,帰 納的 な手続 きは,同 一 の根源(Wurzel),す

な わ ち,意 識 の最 も奥 に由来 して も,こ れ らが異 な るものであ ることが認識 され うる。 と

い うのは,肢 体性 と統一体 を理解 す る能力 がな ければ,自 然 の因果関係 の認識 と,人 間に

対 す るその適用 も,精 神 的な原 因 とな るものか ら生 ず る,統 一体 の会得(Begreifen)も,で

きないか らであ る㈹。

結局(nachalledem),経 営経 済学 と同様 に,経 営経済 にと って も,支 配 的な研究手続 き

は,直 観 による研 究手続 きであ る。経 営の発展 の可能性 は,経 営の人 間の意識 での直観 的

な認識 の適用 か ら生ず る。 その際,主 要 な責任感(Hauptverantwortlichen)と い う自己教

育(Selbsterziehung)が 重視 され る。[自 然 に定 め られ た]関 連(Naturzusamenhang)は,こ

の ように誘導 す る目的設定 に対 して,演 繹的 に役立 て られる。詳 細にはまた<【 筆者補足】

次 の ようであ る〉。 すなわ ち,内 部 に向 けた,経 営共 同体 での,そ して,外 部 に向けた,

取 引先(Geschaftfreund)に 対 す る,経 営政策(Betriebspolitik)は,直 観 的な ものである。購

入 と販売 の可能性 の調査 は,ま た,帰 納法 の手続 きに近 い,ケ ースでは,直 観 的に行 われ

る認識方法 の構成部 分で ある。[経 営 ための]装 置(Betriebsapparat)の 構 造,観 察,コ ン

トロール と改善 は,と にか く個別単位 と してのみ捉え るな らば,方 法上 では演繹 的であ る。

(95)vglNicklisch,H.1929.s.4左.

(96)Vgl.Nicklisch,H.1929.S.4左.
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自然 科学者 が工場 で行 う,労 働 は,直 観の全体過 程での演繹 的な肢体 の領域<【 筆者補足】

全体過 程で,演 繹法 のよ うに,[目 標 とな る]結 果か ら基礎が直観に よ り決め られ る,限 定

された領域 〉では,帰 納 的 に行 われ る。経 営の発展 と経 営の調査 の手段 としての,内 部 と

外部 の経 営の比較 は,こ れ により,そ の方法論上 での属性 に より,特 徴 付 けられ る。 これ

らは,全 体で は直観的で あ り,こ のよ うな全体 の領域 内では,か な り(vielfach)演 繹 的であ

る(97)。

方 法論上 での研 究の帰結 は,こ こでは,経 営 と経 営経 済学に関連 させ られ る。 これは,

す べての他 の社会科学 にも同様 に関連 させ られ る(98)(99)。

今 や,補 足 のため にのみ,方 法論上 での説 明に関係 してい る,若 干 の概念 が さらに取 り

扱 わ れ る。 どの よ う に経 営 経 済 学 は 矛 盾,つ ま り,経 験 論(Empirismus)や 唯 理 論

(Rationalismus)に 対 応 し て い る の か 。 価 値 自 由(Wertfreiheit)と 価 値 帰 属

(Wertbezogenheit)の 問 題 とは どうか。独断論(Dogmatismus)と 懐 疑論(Skeptizismus)と は

どうか。

経験論 は,す べての認識 の源泉 が経験(Erfahrung)で あ るという理論(Lehre)と 解 され る。

この用語 の内容が,外 部 の経験 の意 味だ けではな くて,む しろまた内部 の経験 の意 味で理

解 され るとき,同 意 され ることは明 らかで ある。しか し,そ の際 決定者 は,経 験 をす る,

可 能性 が,わ れわれの意識 内で根拠付 け られ,わ れわれには良心(Gewissen)と して与 え ら

れ る,最 も奥 の意識 に還元 され るべ きであ ることに,配 慮 していないだ ろう。 しか し,良

心 は,認 識 の側面 に向け られ たわれ われ の理性(Vernuft)で あ る。経 営経 済学 にとり経験 の

意義 は どれ程の大 きさであ るのかは,直 観 の手続 きの叙述 において知 られてお り,こ の直

観 に関連 した演繹法 は既 に証 明 されてい る。 このため,こ こでは,更 な る解説 は断念 でき

る(100)。

他 の対立,す なわ ち,価 値 自由的か価値 帰属 的かに係 わ るものは,結 局,今 までの解説

が これ に答えてい る。 つ まり,目 的設 定の王国(ReichderZwecksetzung)に よ り,価 値 自

(97)VglNicklisch,H.1929.S.4左 一S.4右.;Sch6npflug,F.1933.S.208.;参 照 。古 林 喜 楽 監 修 ・大 橋

昭一 ・奥 田幸 助 訳1970.185頁

(98)vglNicklisch,H.1929.s.4右.

(99)ニ ッ ク リ ッ シ ュ は,著 書 「組 織 論 』 に お い て,組 織 の法 則 の 根 源 的 な もの で あ る,自 由 の法

則 と関 連 して,「 われ わ れ は,有 機 的 に 作 用 し,自 発 的 に 自 らを意 識 す る,力 と して,つ ま り,

精 神 と して,人 間 を 認 識 で き た 。 この 精 神 の 本 質 の最 高 の 法 則 と して わ れ わ れ は 自 由の 法 則(Das

GesetzderFreiheit)を 見 付 け た。 更 に,動 機 付 け の法 則 に従 って 自由 の法 則 が 自 らの意 識 に働 き

か け る こ と と,欲 求 し,動 機 付 け られ た意 識 に よ り,自 然,つ ま り,自 己 の 外 に あ る世 界 で,因

果 関係(ursachlicherZusammenhang)と 自由 の法 則 が対 立 して い る こ とを見 付 け た」(Nicklisch,

H.1922b.S.48.;参 照 。 鈴 木 辰 治 訳1975.78頁;拙 稿2010.156頁)と 述 べ て い る。 ニ ック リ ッ シュ

は,こ の 因果 関 係 と 自 由 の法 則 の対 立 か ら抜 け 出す た め の,1つ の 方 法 と して,直 観 を取 り上 げ

た と,わ れ わ れ は理 解 す る。

(100)vgl.Nicklisch,H.1929.s.4右.
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由的な科学は存在 しえない し,こ のため,ま た,経 営経済 について も存在 しない(101)。

まだ,独 断論 と懐疑論が残 って いる。法則 と,認 識 の限界(Schranke)を 調 べた り,注 目

す ることな しに,教 え る(lehren),手 続 きが独断論 と解 され る限 り,わ れわれ に とり,疑

わ しい ものについて疑 お うとす る手続 き(dasVerfahren,zuzweifelnumdesZweifels

willen)と 同 様 に,全 く興味 はない。 しか し,独 断論 は,認 識 を教 え るとい う勇気(Mut)を

奮 い起 こす ことに,本 質 があ り,常 に増大す る有効な批判主義(Kritizismus)に 長 期的に関

連 してい るな らば,教 え られ る者(Lerenden)自 身 の中で,私 〈 【筆者補足】 ニ ックリッシ

ュ〉が期待す るように,経 営経済学 の教授(Professor)も,独 断論 を公然 と認 めて もか まわ

ない。懐疑論 と独 断論 は この意 味では全 く対立(Gegensatz)で はな い(102)。

お わ り に

本稿 の前半 では,ワ イマール共和 国での経 営経済学 の教 育について検討 した。具体 的に

は,1.商 科 大学 での商学 士の資格 を修得す るための条件 と就職状況 で,小 冊子 「学部 卒

の商学教員 』か ら,ま ず,第 一次世 界大戦後 の経済復興 の唯一 の担い手 を,学 部卒 の商業

教員 であ るとニ ック リッシュはみな していた ことを指摘 した。 その根拠 として,彼 らは,

自 ら観察 した事態 を素速 く,か つ,確 実 に処理す る手腕(Gabe)を 有 することがあげ られ る(103)。

そ の際,こ の ような手腕 の質 の保証 と向上 は,各 州 で実施 され るが,ほ ぼ統一 された試験

制度 と,最 低1年 間以上の ビジネス活動や,最 低6つ の学期での単科大学での論文(Arbeit)

の作 成 により,は か られ る。 このため,学 部卒 の商 学教員 の資格認定試験 で,必 須専 門の

経 営経 済学総論 と教育 学 とともに,特 殊経 営学 として,銀 行論,工 業経 営論,商 品取 引論

と交通論 な ど,経 営技術 として,ビ ジネス計算,簿 記 と財務数 学な どが,す べての商科大

学で開講 されていた ことにわれわれは注 目した(104)。な お,彼 らの高学歴 に も係 わ らず,給

与 が悪 く,勤 務時間数が多い プロイセ ンで も,1930年 で は,世 界恐慌(1929年10月24日 に ニ

ュー ヨー ク株 式市場 での大暴 落)の 影響 を受 けて,本 来 の職業 学校 ・商業 学校 ・高等商業

学校 の志望者 の内4.8%(170名/3519名),推 測 では,お よそ14.2%(500名/3519名)が 希望 をか

なえ られなか った(105)。

(101)VglNicklisch,H.1929.S.4右.;Sch6npflug,F.1933.S.215.;参 照 。古 林 喜 楽 監 修 ・大 橋 昭 一 ・

奥 田 幸 助 訳1970.191頁

(102)vgl.Nicklisch,H.1929.s.4右.

(103)VglNicklisch,H.1933.S.1-2.

(104)VglNicklisch,H.1933.S.3-5.

(105)Vgl.Nicklisch,H.1933.S.5-6。
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H.商 科 大 学 の現 状 と,経 営 経 済 学 と関 連 分 野 で の 研 究 の 状 況 で は,グ ス ム ス

(Guthsmuths,E)と の共著 「ドイ ツでの経 営経 済の研 究』 により,ま ず,ド イ ツの商科大

学で学ぼ うとい う意欲 を有す る,留 学生 に対 して,す べての商 科大 学で複数 の担当者 によ

り経 営経 済学総論 が開講 され,原 則 として,学 校 間での移籍 が認 め られていた とい う事実

にわれわれは注 目した(106)。また,導 入教育 として,簿 記 ・ビジネス計算 ・営業 技術な どか

らな る経 営技術 か ら始 め られ るが,特 殊経営学 として,銀 行論,商 品取引論,工 業経営論,

交 通論 な どが開講 されていた ことを確認 した。 この点,わ れわれは,各 州 の産業 や経済地

理 の特徴を活か した特殊研究 がで きるよ うな施設 と指導教官が存在 したことに注 目 した(107)。

な お,現 在 で も,ド イ ツでは,大 学が地元 の研究施設 と産 学連携 を行 い,地 域経済 の活性

化 をはか ってい るが,地 域 の特徴 を無視 した ような,特 殊研 究は長続 きしない とわれわれ

は考 え る。

本稿 の後半 では,ベ ル リン商科 大学 におけ る経 営経済学 の教育,特 に,ニ ックリッシュ

に よる経 営経 済学の研 究対象,研 究姿勢 と研 究方法について検討 した。具体 的には,

皿.ベ ル リン商科大学 によ り仲 介 され る学徒の実務で,ニ ック リッシュが,自 らの論 文

「商科大学 によ り仲介 され る学徒の実務」において,商 科大学 によ り仲介 され る,学 徒 のた

あの実務訓練 を評価 しなが ら,問 題 点について も的確 に指摘 してい ることにわれわれは注

目した。そ こには,「 経済の研究のための主 な思考 の材料(Denkmaterial)は 実 務上 での活動

か らのみ獲得 され る。 この方法以外 には,だ れ も経済 を効率 良 く研究 で きない し,だ れ も

経 済での活動 のための訓練 を受 けられない」(108)とい う,ニ ック リッシュの考 えが反 映 され

ていた。 この点,日 本 で も,イ ンター ンシップとして,企 業 に よる実務訓練 は行 われてき

たが,真 に,企 業が,人 材育成 を求めてい るな らば,自 らの経 営活動 を学徒に体験 させ る

必 要があ るとわれわれは考 え る。

IV.ニ ック リッシュによる経営経済学の研究対象で検討 した,ニ ック リッシュの論文 「経

営 プロセス と経 済での価値 の循環」 は,僅 か2頁 であ る。 しか し,価 値 の循環 を検討 す る

ときに,常 に,言 及 されて きた,「組織の一一般法則(diegroBenOrganisationsgesetze)」 や(109),

企業 活動 を検討 す るときに,常 に,随 伴 して きた,「 収益性(Rentabilitat)」 や 「財務上 で

(106)Vgl.Guthsmuths,W.u.Nicklisch,H.1926.S.3-4.

(107)Vgl.Guthsmuths,W.u.Nicklisch,H.1926.S.4-7.

(108)Nicklisch,H.1929b.s.70右.

(109)Vgl.Nicklisch,H.(1920):DiegroBenOrganisationsgesetze,in.ZfHH.1920.S.169-173.
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の安 全性(finanzielleSicherheit)」 と は独立 させ て(110),ニ ック リッシュの経営経済 学のテ

ーマが
,「 経営 プロセス」で あることが言明 されて いる。 この点,「 価値 の循環」 は,企 業

内での価値 の循環 と,企 業 と家計 の間での価値 の循環 か ら構成 され るが,「 経営 プロセ ス」

は前者 に内包 され るものであ る(111)。ま た,経 営 プロセ スで は,重 要 な ものは,調 達 プロセ

ス,(狭 義での)生 産 プロセス,販 売 と成 果分配の プロセスであ り,こ れ ら肢体 のプ ロセス

は,相 互に依存 しているため,広 義 の生産 プ ロセスを形成す る。そこには,「 流入 と流 出の

運動,価 値 と対価 の運動 が,経 営の活動 を可能 に し,循 環 に対 す るその結合 で,全 体経済

の纏 まりのあ る活動(geschlossenesLeben)を 形 成す る」(112)とい う,ニ ック リッシュの考 え

が反 映 されてい る。

V.ニ ック リッシュによ る経 営経済学 の研 究姿勢 で検討 した,ニ ック リッシュの論 文

「研究 の立場」も,僅 か2頁 で ある。 しか し,ニ ック リッシュが経営経済学 の研究 のスタ ン

ス,つ ま り,研 究姿勢 にお いて,「 個 々の個別 の事象 に偏 らないで,全 体 を解 明する」 とい

う主 張は,目 下 の所,注 目されてお らない。 この点,研 究姿勢 に対 す るニ ック リッシュの

主 張が軽視 されて きた背景 には,労 働の準備 や販売 の ような肢体 の プロセスか ら検討 を開

始 す る研 究の観 点か ら,動 的貸借対 照論 に対 す る批判 に代表 され るように,計 算制度 によ

り経 営の状 況を解 明 しようとす る,研 究 の観 点まで,広 範囲に亙 って,批 判 してい るため

と,批 判 の論 点が極 めて簡 略化 されてい るため とわれわれは考 え る。 しか し,こ のよ うな

ニ ック リッシ ュの研究姿勢 は,本 稿 で補足 したよ うに,著 書 『組織論』 において,既 に,

「個 々の部分的 な出来事 は,全 体 の出来事 と同様 に,こ の関係付 けによ り徹底 的に(restlos)

解 明 され,わ れわれには予 め意識 されている(vorbewuBt),総 体(All)で の 出来事 との形 式 に

従 った調和(f6rmlichet}bereinstimmung)に よ り,わ れわれの納得は与え られ る」113)とい

う世 界観 に基づ くものであ る。 この点,現 在 の ように,専 門化 されて研究 され るよ うな状

況では,個 別の事例 や研 究成 果を,全 体 の経 営 プロセスに関連付 ける,研 究姿勢 その もの

が希 薄化 してい るとわれわれはみなす。

VI.ニ ック リッシュによる経 営経済学 の研 究方法 で検討 した,ニ ック リッシュの論文

「経営経済的研究 の方法」は,「規範学派 の代表者」とみな されて きた,ニ ック リッシュが,

自 らの研 究方法 について,率 直 に見解 を表明 した もの とわれわれは評価 で きる。 この点,

(110)Vgl.Nicklisch,H.(1910):ReservenundfinanzielleSicherheit,in.ZfHH.1910.S.305-307.;

Nicklisch,H。(1911):GrundsatzefurdieFeststellungundBeurteilungderRentabilitat

undfinanziellenSicherheitprivatwirtschaftlicherUnternehmungen,angewandtauf

unsereGroBbanken,in.ZfHH.1911.S.1-10.

(111)vglNicklisch,H.1927b.s.121左 一s.121右.

(112)Nicklisch,H.1927b.s.122左.

(113)Nicklisch,H。1922.s.48-49.:参 照 。 鈴 木 辰 治 訳197579-80頁
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今 日では,社 会科学である,経 営経済学でも,因 果関係に基づ く理論展開をすることを表

明した研究者は多いが,一 歩進んで,帰 納法は,自 然科学では妥当するが,社 会科学では

限定的 にしか適用 で きない とみな して(114),「結 局(nachalledem),経 営 経済学 と同様に,経

営経 済 にとって も,支 配的な研究手続 きは,直 観 による研究手続 きで ある」(115)とニ ック リ

ッシュが主 張 した意義 は大 きい。

なお,わ れわれは,演 繹法による因果関係と直観による方法を重視 して,「 因果関係」

(ursachlicherZusammenhang)を,よ り強 く意 訳 して,「 原 因 に よ る 関 係 」 と訳 し た こ と も

あ る(116)。
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